
聖
ト
マ
ス　
　
に
於
け
る
①
ω
ω
①
ミ
Φ
×
翼
⑦
お
に
つ
い
て

Φ
臨
ω
8
お
の
意
味
の
探
求
・
第
四
、
ト
マ
ス
の
用
法
（
三
）

（
承
前
）

山

田

晶

＝
＝

549

　
次
に
日
「
立
つ
」
の
意
昧
が
一
般
化
し
か
つ
弱
ま
っ
て
、
何
ら
か
の
意
味
で
の
「
立
つ
」
こ
と
を
示
す
爲
に
、
補
語
を
必
要
と
す
る
場

合
を
考
察
す
る
。
1
一
口
の
場
合
に
於
て
は
、
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
「
立
つ
」
の
意
味
は
一
般
化
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
ス
ブ
シ

ス
テ
レ
や
コ
ン
シ
ス
テ
レ
の
同
義
語
と
し
て
、
一
般
的
滋
味
で
の
「
立
つ
」
こ
と
を
、
そ
の
語
自
盤
に
よ
っ
て
示
し
て
居
る
。
從
っ
て
補

語
な
し
に
塗
立
に
用
い
ら
れ
得
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
立
つ
」
の
意
味
が
も
っ
と
弱
ま
る
と
、
こ
の
語
は
気
立
的
に
で
は
な
く
、
何

ら
か
の
補
語
を
と
も
な
っ
て
旨
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
Q
そ
し
て
そ
の
意
味
は
「
t
と
し
て
、
立
つ
」
或
は
「
i
と
し
て
存
立
す

る
」
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
「
1
一
と
し
て
」
を
示
す
補
語
は
名
詞
或
は
形
客
．
詞
で
あ
る
。
以
下
順
次
に
絹
例
を
以
て
示
す
。

　
（
a
）
　
補
語
と
し
て
名
詞
を
伸
う
場
合
一
こ
の
時
エ
ク
」
シ
ス
テ
レ
は
「
一
と
し
て
存
立
す
る
」
　
「
一
－
と
し
て
存
在
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
コ
　
　

も
　
　
　
も
　
　
ロ
も
　
　

も
　
　

も
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
う

「
一
と
し
て
あ
る
」
な
ど
と
諜
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
封
異
教
縫
大
鷺
第
三
巻
序
文
に
、
　
「
淋
は
・
：
・
萬
有
の
統
治
蝋
と
し
て
エ
ク
シ
ス

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
）

テ
レ
す
る
（
◎
募
ご
諺
①
纂
貯
導
話
9
霞
①
鍛
工
馨
霧
）
」
云
六
。
ま
た
同
書
同
署
七
五
章
に
、
「
す
べ
て
の
二
次
的
原
因
は
、
そ
れ
ら
が

　
　
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
カ
　
も
　
め
　
も
　
ち
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

ま
さ
に
原
因
と
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
こ
と
に
於
て
（
貯
ぎ
O
ρ
寓
O
鳥
8
賃
ω
鋤
①
Φ
鉱
ω
9
馨
）
淋
の
類
似
を
か
く
と
く
す
る
」
云
汝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
り

ま
た
淋
學
挑
要
第
一
巻
【
一
三
八
章
に
、
「
キ
甥
ス
ト
の
復
活
は
手
函
に
と
っ
て
、
我
六
も
ま
た
復
活
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
希
望
の
保
誰

　
　
　
聖
ト
マ
ス
に
於
回
る
㊦
ぬ
。
も
。
㊤
と
⑦
惹
。
陰
け
Φ
戦
①
に
つ
い
て
（
承
魏
）
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
一



Jv“ro’

　
　
　
　
　
　
背
學
鰹
究
第
澱
頁
四
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
二

、
　
わ
D
、
、
　
、
、
　
、
、
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
［
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
b
　
、
、

と
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
（
鷲
ひ
q
9
韓
Φ
融
融
ヨ
ω
革
嚢
：
：
σ
巴
ω
審
村
雲
）
」
云
湊
Q
ま
た
囲
書
第
二
巻
四
章
に
、
　
「
子
供
た
ち
は
親
の
模
倣

奮
い
£
訟
請
い
（
曇
9
・
ε
睦
①
。
・
冨
§
ぎ
Φ
答
ω
臥
寵
す
べ
き
で
あ
る
」
云
々
・
ま
轟
學
大
振
聖
恩
の
『
七
一
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
り
　

し
　
も
　
　
ち
　
　
コ
　
　
リ
　
も
　
　
や
　

や
　
も
　
も

…　

?
に
、
　
「
自
分
自
身
薦
骨
を
輕
蔑
す
る
人
が
、
他
界
の
正
義
の
辮
護
餐
と
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
（
鎮
8
増
貯
の
貯
。
自
臨
鐙
翁
コ
①
℃
9
け
冠
O
郎
自
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
｝
、
、
、
、
、
、
、
奪
　
、
、
　
、

⑦
箆
。
。
窟
お
）
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
受
認
。
ま
た
ヨ
ハ
ネ
輻
音
書
註
解
第
四
章
に
、
　
「
彼
ら
は
漁
夫
や
騰
民
や
天
幕
職
工
と
し
て
エ
ク

、
　
蓼
　
b
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

シ
ス
テ
レ
し
て
屠
た
（
営
ω
8
8
お
ω
雲
量
昆
冨
ω
①
醤
馨
①
窮
誉
簿
¢
9
琶
§
8
一
〇
ヨ
B
貯
9
0
お
ω
）
」
云
々
。
　
　
こ
れ
ら
の
用
例
に

於
て
、
一
筆
「
　
　
と
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
」
と
還
し
た
そ
の
「
　
　
と
し
て
」
の
補
語
は
、
常
に
空
語
の
同
士
と
し
て
主
絡
を
と

っ
て
居
る
。
そ
し
て
「
　
　
と
し
て
存
立
す
る
、
存
准
ず
る
、
あ
る
」
な
ど
と
害
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
第
一
例
レ
　
「
淋
は
萬
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
セ
　
カ
　
も
　
　
　
も
　
も
　
つ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ヵ

の
統
治
潜
と
し
て
存
立
す
る
、
存
准
ず
る
、
或
は
、
あ
る
」
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
霞
○
葉
挿
評
8
●
謬
8
ω
ω
①
。
ω
口
髭
g
吋
暮
O
窪
ρ
ρ
鑑
ざ
ω
け
ぎ
。
。
Φ
ぎ
ぞ
①
お
口
置
。
同
g
篇
8
g
。
。
℃
簿
。
ヨ
三
9
。
・
。
p
枠
圃
9
ω
舞
ω
審

　
　
　
　
　
甥
g
①
ω
舞
①
霧
ω
。
言
お
ぎ
残
b
き
a
償
ヨ
Φ
導
貯
六
器
。
8
N
①
臨
の
叶
暮
ち
讐
ぎ
暮
帥
聲
。
黛
器
g
房
◆
英
明
第
訟
悪
O
。
器
。
ε
蒸
け
ぐ
O
鼠

　
　
　
　
　
　
：
：
難
二
ω
酔
器
Φ
診
衆
多
Φ
躍
三
段
。
脇
毘
℃
寓
冒
ω
Φ
罵
民
三
鼠
ξ
き
灘
ρ
（
弓
b
）
濁
謀
董
瓢
怒
累
。
け
毛
窪
9
ひ
q
影
蔑
雲
譲
機
O
。
夢
鳥
魯

　
　
　
　
　
　
営
。
。
ざ
掌
：
ゼ
鮎
の
冨
碁
霞
琶
鶏
ω
①
酔
⇔
ω
急
薦
Φ
Φ
×
韓
冨
触
窪
矯
：
：
（
G
D
．
G
。
）

　
　
（
ε
囲
H
H
O
Φ
昇
ρ
録
○
諺
器
ω
B
諺
霧
。
・
Φ
。
§
審
ρ
矧
昌
ぎ
。
ρ
き
山
。
塁
ω
器
Φ
巴
ω
窪
夢
伽
三
器
羅
ω
凶
二
男
ロ
象
器
欝
。
。
器
Φ
ε
募
露
さ

　
　
　
　
　
　
：
：
英
灘
第
鷺
…
怨
図
く
。
身
ω
Φ
8
瓢
号
曼
。
器
ω
ρ
ξ
簿
Φ
募
費
Φ
剛
9
。
g
o
コ
δ
σ
免
握
騨
。
昌
の
ρ
ρ
一
3
ぎ
ω
8
暫
鰹
6
器
。
陰
ω
8
0
0
畠
矯
：
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　

　
　
　
　
　
　
9
」
。
。
窃
y
．
乱
雲
畢
賢
哲
と
回
①
も
つ
①
首
邑
鐵
．
§
q
。
8
冨
コ
巴
騨
薦
§
ぴ
q
興
瀞
号
儀
巴
養
。
ダ
鮎
鑑
臨
Φ
d
田
舞
。
｝
μ
§
。
。
ぎ
阜
象
④
》
び
藍
9
搾
Φ
禅

　
　
　
　
　
ヨ
答
O
o
欝
：
：
（
ω
・
爵
9
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
（
笥
…
）
囲
9
彰
瀦
薮
．
昏
8
】
辱
。
』
ω
G
。
る
』
◎
。
。
・
Ω
回
融
欝
の
器
窪
叢
①
a
8
Φ
鑓
蟄
蝕
q
冨
く
間
ぴ
暮
①
貯
。
。
器
ω
儒
疑
①
亀
Q
帥
薦
§
回
㊦
罫
§
8
三
の

　
　
　
　
　
紹
臨
①
乱
ω
叶
臼
魯
暮
ぎ
ω
㊦
叶
貯
ヨ
δ
。
。
鰻
σ
q
Φ
誘
ω
℃
興
錠
2
づ
多
：
：

　
　
（
照
）
H
H
9
ヨ
羽
並
．
昏
8
野
。
誌
ヨ
．
翁
9
⇔
Φ
び
Φ
簿
①
野
3
顕
三
営
冨
8
蒜
ω
冨
騰
魯
2
ヨ
Φ
圏
ω
審
聴
ρ
ま
号
ρ
鼠
冨
嘗
Φ
簿
0
2
ヨ

　
　
　
　
　
8
ロ
簿
①
9
び
号
σ
霧
8
壼
吋
コ
一
け
U
o
ニ
ヨ
凶
壁
8
融
⑦
×
韓
舞

　
　
（
五
）
H
囲
山
ピ
ぬ
為
H
る
b
・
匿
○
誉
窪
冒
血
①
8
け
暮
畏
Φ
機
貯
ω
一
霧
8
三
器
豊
海
。
自
ω
Φ
滋
の
け
霧
名
陣
ヨ
ω
¢
ぢ
。
。
。
ざ
ω
け
三
巴
日
8
暮
。
目
旦
鉾

　
　
　
　
　
　
英
課
世
一
巷
剛
。
二
二
＝
ぴ
。
8
一
ぎ
の
。
器
≦
ぎ
ぎ
の
象
ω
留
ぎ
①
伽
ε
び
①
甘
馨
び
ぎ
ω
Φ
鮮
ε
や
一
Φ
蝕
8
蝋
9
の
甘
ω
江
8
0
｛
翁
・
ロ
。
讐
Φ
戦
●



　
　
（
や
誕
ゆ
。
。
）
・

（
六
）
写
國
。
昌
．
。
誌
L
●
鶏
O
●
ω
亀
聲
器
話
叶
8
碁
ω
ω
①
日
銭
∬
β
ρ
§
①
器
8
ω
簿
僧
ω
雲
霧
彗
器
ω
琶
ω
。
興
。
鎌
。
・
。
ぢ
焦
霧
．
銭
円
舞
剛
ぎ
1

　
　
　
8
β
程
欝
営
ω
。
暮
◎
冨
ω
簿
げ
憲
島
Φ
ω
⑦
×
簿
。
露
鈴
。
酔
欝
σ
⑦
ヨ
碧
鼠
。
讐
謹
融
g
。
戦
①
。
・
噂
蚤
お
砦
干
例
を
附
加
肯
○
。
　
G
D
U
Φ
〈
Φ
簿
．

　
　
ρ
藁
ど
p
ω
．
韻
。
ヨ
◎
脚
発
露
ど
麓
貯
。
。
の
2
a
賃
ヨ
。
a
ヨ
①
ヨ
壼
蜜
冨
Φ
馳
冨
懸
垂
9
三
蚕
簿
目
。
ω
ユ
欝
巷
。
9
Φ
ぎ
g
ぎ
臭
霧
房
ご
ヨ
一
臨
ρ

　
　
昌
離
＝
o
讐
。
鳥
。
弓
。
審
髪
癖
揮
Φ
甑
び
。
醤
ぎ
陣
。
舞
お
9
ω
o
欝
昌
諏
き
。
Φ
ゆ
婦
酌
量
。
村
Φ
●
或
入
が
他
人
に
伸
し
て
そ
の
無
識
の
原
囚
と
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す

　
　
　
る
。
　
　
　
②
　
H
）
Φ
〈
O
『
匿
●
α
q
．
μ
N
鶴
。
卜
○
．
　
0
＝
爪
甲
P
⊆
け
①
白
日
9
0
瞥
鐸
ω
ω
謬
　
℃
”
巴
ぼ
O
¢
一
帥
巴
剛
0
7
Ψ
　
⑦
什
　
ω
鴇
謬
偽
①
脱
O
ω
圃
ω
　
一
＝
創
一
〇
凶
鎧
一
ご
　
昌
昌
刷
く
O
村
。
ゆ
ρ
一
Φ
Φ
×
帥
ω
酔
”
け
…

　
　
　
β
O
護
唱
O
酢
①
ω
叶
§
唱
も
瓢
O
節
弓
①
卿
省
瓜
一
〇
一
¢
一
議
ω
矯
昌
鳥
Φ
憎
①
ω
一
q
降
曽
畠
9
0
瞥
¢
ヨ
闇
昌
圃
の
剛
節
9
酔
β
ω
ω
償
日
℃
鉱
O
ρ
罵
6
二
一
二
ω
℃
門
出
焦
O
q
囲
固
N
伸
Q
摩
・
　
シ
ユ
ン
デ
レ
τ
シ
ス

　
　
　
は
並
一
－
遍
的
鯛
、
レ
隣
と
し
て
エ
ク
ス
テ
レ
す
る
。
　
⑥
囲
恥
く
嵩
問
離
ピ
ツ
訟
0
6
轡
押
目
・
目
Q
◎
0
9
プ
「
◎
⇔
＜
箆
Φ
び
ρ
け
g
噴
門
o
H
9
凱
ω
μ
o
ヨ
ぎ
6
①
魏
冨
酢
⑦
円
。

　
　
　
農
話
。
践
O
負
可
、
死
的
人
間
の
子
と
し
て
で
．
は
た
く
憩
の
子
と
し
て
エ
ク
シ
う
ア
レ
す
る
。

sor　l

　
（
b
）
　
勧
語
と
し
て
形
容
詞
を
絆
う
場
立
。
　
　
た
と
え
ぽ
封
異
教
徒
大
金
第
四
巻
五
四
章
に
、
「
或
條
件
に
關
し
て
は
、
旧
聞
は
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
》
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

被
逡
物
よ
り
も
劣
っ
た
〔
も
の
と
し
て
匂
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
（
①
臥
露
暮
ぎ
h
興
一
霞
）
」
云
汝
Q
ま
た
翼
理
論
第
二
九
論
題
三
項
異
論
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
D
ξ
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

答
三
に
、
　
「
キ
サ
ス
ト
の
恩
寵
は
全
般
的
に
五
八
し
た
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
（
営
Φ
舜
。
恩
ω
蜂
）
」
云
λ
。
　
ま
た
淋
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　

も
　
も
　

ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
も
　

も
　
も
　
　
も
　
カ

提
要
第
一
巻
＝
　
四
章
に
、
「
或
被
落
物
は
そ
の
善
性
に
於
て
〔
弛
の
被
薫
物
よ
り
も
〕
よ
り
完
垂
な
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
ス
テ
レ

、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
、

す
る
（
℃
①
蔦
①
o
甑
O
呪
Φ
。
a
①
鉱
ω
窪
β
け
）
」
云
汝
。
ま
た
二
臓
マ
コ
ス
倫
理
．
學
註
解
第
五
巻
一
講
に
、
「
或
人
は
健
康
な
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク

、
、
D
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
○
）

シ
ス
テ
レ
す
る
者
の
よ
う
に
歩
む
時
に
（
ω
9
ゆ
鮮
麗
ω
　
Φ
麟
坤
の
画
一
け
）
、
健
康
に
歩
ん
で
居
る
と
い
わ
れ
る
」
云
涛
。
ま
た
随
意
論
題
集
第
三
巻
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

論
題
三
、
項
に
、
　
「
急
心
に
於
て
も
安
金
な
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
（
ω
⑦
o
蕪
賃
ω
①
批
ω
8
触
O
）
　
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
徳
」

云
六
Q
　
　
こ
れ
ら
の
用
例
に
於
て
今
我
々
は
一
心
「
　
　
な
も
の
と
し
て
」
を
補
っ
て
、
「
劣
っ
た
、
充
細
し
た
、
よ
り
完
全
な
、
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
も
　
　
ゆ

康
な
、
堀
金
な
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
課
し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
語
と
し
て
形
客
詞
と
エ
ク
シ
ス
テ
レ

と
を
直
接
に
結
含
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
ラ
テ
ン
語
で
は
　
「
劣
っ
た
」
「
充
血
し
た
」
「
よ
り
墨
金
な
」
「
健
康
な
」

「
安
金
・
な
し
盤
寸
の
形
容
詞
が
手
当
撒
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
に
附
加
さ
丁
れ
イ
」
エ
L
グ
シ
ス
テ
レ
を
限
｛
疋
し
て
居
る
0
　
　

瀞．

b
〆
」
我
々
け
…
エ
L
ク
ジ
ス
テ

　
　
　
　
　
聖
ト
マ
ス
に
一
於
紗
る
Φ
④
ω
o
と
ゆ
魏
圃
ω
酔
Φ
騰
¢
に
つ
い
て
（
承
麟
）
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
　
五
爵
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雪
鋸
灘
電
嬉
面
隠
照
牽
…
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
鳳
瞬

レ
と
名
詞
や
形
容
詞
と
の
こ
の
よ
う
な
結
含
爾
係
を
、
次
の
よ
う
に
還
解
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
の
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
最
も
潔
い
意

味
で
の
「
立
つ
し
こ
－
．
」
を
示
し
て
居
る
Q
と
こ
ろ
で
最
も
贋
い
意
味
で
の
「
立
つ
」
と
は
、
他
者
か
ら
湿
覇
壽
、
ご
れ
た
そ
の
も
の
「
と
し
て
」

あ
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
而
し
て
そ
れ
が
い
か
な
る
「
も
の
と
し
て
」
或
は
い
か
な
る
「
機
質
と
し
て
」
あ
る
か
を
限
定
す
る
も
の
が
勧

譜
で
あ
る
。
い
か
な
る
「
も
の
し
と
し
て
あ
る
か
を
示
す
爲
に
は
、
（
乱
）
例
の
如
く
名
詞
が
、
い
か
な
る
（
廣
い
意
昧
で
の
）
「
性
質
し

と
し
て
あ
る
か
を
示
す
爲
に
は
（
b
）
例
の
如
く
形
容
詞
が
補
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
　
（
．
七
）
婆
O
①
纂
●
ρ
鐸
2
§
β
三
ω
p
薄
。
露
盤
§
欝
ヨ
践
拶
濠
琴
ω
8
裁
三
。
謬
。
・
ぎ
醤
。
簿
葺
三
一
）
塁
q
Φ
磐
三
ω
Φ
ム
ω
寡
口
無
巴
。
昌
・

　
　
　
　
　
　
：
3
里
雪
壷
金
＆
§
ρ
o
誌
ぎ
Φ
諺
⑳
三
ρ
鉱
江
二
5
ヨ
島
回
Φ
舞
瞳
紛
藻
菖
自
奮
凱
ω
ぢ
。
一
触
O
雲
。
。
り
・
：
∴
無
二
｝
ワ
．
四
巻
瓢
。
き
昏
。
護
ぼ
昌
。
碧
－

　
　
　
　
　
　
け
p
貯
器
ω
零
。
窪
口
答
ジ
ヨ
鳥
＄
島
σ
露
。
≦
の
。
饗
Φ
q
霧
霧
吋
爵
：
：
き
樽
烹
薦
圃
ω
呂
。
〈
Φ
言
切
あ
”
く
①
霧
蔓
α
Q
＆
”
：
：
（
，
や
凹
8
）

　　

i
八
「
）
浮
琶
．
答
目
星
鍛
』
－
註
馴
』
§
。
伊
§
・
℃
。
雲
霞
籍
窓
蕾
触
。
鞍
q
同
．
蕊
㎞
§
6
ぎ
。
，
甑
二
雪
。
§
幽
く
・
D
拳
鑑
響
覧
Φ
冨
Φ
甑
誇
一
二

　　

@（

ｫ
回
0
9
巷
①
邑
●
窪
Φ
2
・
ρ
語
い
ヨ
』
高
。
。
●
も
。
①
2
薮
〆
暮
ぎ
。
窪
剛
ヨ
叢
誌
器
①
。
屋
暮
霞
器
の
ξ
豊
。
講
ω
象
。
暮
窓
目
奮
。
島
回
げ
。
巳
翼
。

　
　
　
　
　
　
駕
鑑
⑩
a
。
器
の
①
×
韓
§
ひ
”
：
：

　
　
　
（
一
〇
）
豪
く
聾
劉
ヨ
。
」
」
り
p
。
。
露
ω
剛
。
暮
蝕
。
巨
β
租
＆
9
葺
億
圃
ω
雪
器
§
き
巳
3
ρ
§
＆
。
9
B
ぎ
毎
ω
騨
8
二
滞
ρ
β
圃
ω
毯
毒

　
　
　
　
　
　
①
乱
0
9
甑
峠
。

　　

@（

＝
j
嶺
の
§
①
ω
ρ
ρ
巷
塾
ρ
o
讐
p
・
。
。
み
器
箭
讐
§
舞
①
き
鷺
同
書
ゆ
ヨ
宮
ω
ω
㊦
g
号
ヨ
二
二
弓
巴
。
巳
瀞
の
Φ
2
韮
の
Φ
巴
の
3
戦
Φ
矯
：
：

　
　
　
　
　
　
な
お
書
面
例
を
附
加
す
る
Q
一
…
G
D
管
○
①
碁
ρ
リ
メ
d
民
ゆ
一
郎
騰
。
誉
三
ω
蝕
馨
器
量
貯
の
ω
。
・
Φ
雛
8
琶
謎
語
巳
ω
卿
。
。
①
。
弩
山
煽
ヨ
甕
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
へ
　
ゐ
　
ち
　
へ

　
　
　
　
　
　
鴬
路
浮
身
①
篭
O
O
甑
O
村
①
諸
圃
露
一
遇
〔
雀
P
ヨ
P
工
費
∵
方
の
膨
撮
が
好
趨
方
の
慢
罵
よ
り
も
よ
り
｛
兀
黛
晶
、
奴
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
。
　
　
②
H

　
　
　
　
　
　
O
9
嵩
①
邑
．
讐
Φ
。
囲
ρ
㌫
。
｝
。
。
鴇
欝
∵
些
し
。
．
0
8
葺
忌
昏
酔
蕪
く
興
9
ヨ
ウ
。
二
p
8
彗
暮
¢
欝
需
珠
Φ
。
ε
欝
貯
ぴ
q
欝
蓼
g
一
講
鋸
営
窪
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
く
Φ
片
言
ω
象
曇
霞
9
こ
口
と
直
堕
の
轡
砿
、
τ
に
於
て
先
金
な
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
。
⑧
剛
0
9
琶
霧
島
・
夢
Φ
。
ド
ρ
も
。
墨
詳

　
　
　
　
　
　
駆
卜
Q
轟
．
づ
O
灘
ρ
に
酔
Φ
ヨ
◎
営
凱
。
，
舜
識
｝
類
び
簿
p
ぼ
ρ
蕊
鳥
α
q
鑓
識
ω
α
葬
ニ
ヨ
鴇
σ
q
鴨
霧
ニ
ロ
畳
瓜
p
跡
二
Φ
×
貯
8
吋
O
‘
何
か
を
無
償
…
で
労
え
ら
れ
た
者
が
必
ず
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

　　

@　

@　

ｻ
の
奥
え
た
人
に
感
講
せ
る
〔
喝
り
と
し
て
〕
エ
ク
シ
そ
ア
レ
＋
る
と
は
甑
ら
な
い
。
ー
ー
ω
賢
肖
月
鱒
穿
≧
0
ド
爲
”
戸
鴇
臨
．
嘆
◎
隣
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
も

　
　
　
　
　
　
簡
潟
σ
費
簿
箪
O
℃
断
書
○
ぴ
ユ
お
ρ
瓢
O
α
け
賃
重
量
①
Φ
×
置
鍮
『
翠
に
く
い
〔
も
の
と
し
て
」
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
。
　
　
⑤
H
湿
く
℃
O
ピ
剛
・
距
離
・
刈
圃
野
d
影
畠
①

　
　
　
　
　
　
三
〇
ω
ρ
賦
象
p
纂
ヨ
お
附
ω
。
・
薦
8
。
自
・
営
門
巴
。
話
ω
ヨ
℃
8
巳
。
℃
ρ
き
巳
p
窮
ぴ
①
讐
8
ω
一
①
獣
も
。
汁
。
蝋
）
弓
酔
も
8
三
器
質
9
践
9
①
び
登
簿
箕
｛
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
。
凶
冨
ぎ
纂
ξ
3
．
蒙
碁
8
ρ
好
職
気
切
、
〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
5
ア
レ
す
る
。
　
⑥
冒
目
◎
器
●
。
●
H
ざ
コ
・
卜
⊃
b
。
卜
。
9
ぴ
q
戦
箋
。
窪
ぎ
⑦
馨
露



甥
0
3
μ
O
圃
P
酵
O
彗
聯
回
ρ
一
◎
3
9
Φ
×
一
ω
θ
O
嵩
陣
Φ
u
9
ρ
一
ご
P
一
〇
剛
降
こ
ご
露
雷
凶
ω
Φ
呂
一
員
脅
P
漕
づ
畦
9
0
0
圃
”
紫
①
O
霞
＃
畔
酔
O
け
＝
の
ヨ
自
南
島
二
ω
一
灘
葺
頴
罵
窪
q
昌
O
℃
O
ω
埠
口
ω
Φ
ω
ρ
　
瓶
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
　
マ
　
へ
　
も

入
た
ち
の
う
ち
に
居
る
八
閣
が
感
・
掛
ら
汚
・
．
・
れ
ず
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
こ
と
は
む
つ
か
セ
．
一
い
。
　
①
O
Φ
。
。
。
．
ε
鐸
ρ
漁
。
。
●
簿
ω
ざ

ω
①
一
δ
弓
O
増
欝
ω
O
Φ
洋
島
①
講
創
O
℃
ρ
郎
帥
コ
け
O
臨
◎
塊
鑓
P
①
ω
鴬
O
O
一
め
δ
節
の
の
醒
コ
骨
胃
O
σ
一
露
◎
騰
O
ρ
酔
簿
昌
叶
O
〈
一
門
け
¢
け
①
ω
O
け
O
℃
Φ
村
節
瓜
O
灘
O
白
o
O
囲
⑦
凶
ω
甥
村
O
O
①
自
Φ
昌
け
Φ
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

⑦
拷
O
Φ
置
の
類
瓢
O
房
q
。
Φ
臨
の
讐
簿
．
形
強
が
よ
り
高
黄
と
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
そ
の
形
相
か
ら
幾
す
る
能
力
と
は
た
ら
き
と
は
よ
り
す
ぐ
れ
た

〔
も
の
と
し
て
〕
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
。
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（
G
）
さ
て
我
汝
は
（
a
）
（
b
）
に
於
け
る
皇
嗣
な
い
し
形
容
詞
を
補
語
に
と
る
エ
ク
シ
ス
テ
レ
を
ぽ
、
最
も
廣
い
意
味
で
の
「
立

つ
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
課
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
エ
ク
シ
不
テ
レ
は
ま
た
「
存
在
し
を
意
味
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
も
　
　
つ
　
　
カ
　
　
わ
　
　
も
　
　
も

る
。
そ
の
場
合
補
語
は
す
べ
て
「
一
と
し
て
し
と
謬
さ
れ
る
。
た
と
え
ぽ
（
拓
）
の
諸
例
は
、
「
紳
は
萬
有
の
統
治
鍛
と
し
て
存
在
す
る
」

　
も
　
　
も
　
　

り
　
　
も
　
　
も
　
　

セ
　
　

う
　
　

う
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
へ
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　
も
　
　

も

「
原
因
と
し
て
存
在
す
る
限
り
に
於
て
し
「
入
闇
ぱ
他
人
に
面
し
て
傭
識
の
原
因
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
等
々
。
　
（
b
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
り
　
ね
　
も
　
や

綱
も
葉
身
に
つ
一
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
し
或
は
「
…
に
、
で
存
在
す
る
」
な
ど
と
諜
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ぽ
「
劣
っ
た
も
の

も
　
　

つ
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
も
　
　

も
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　

ち
　
　

も
　
　
も
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
　
　
　
む

と
し
て
存
在
す
る
」
或
は
「
劣
っ
て
存
在
す
る
」
、
「
充
灘
し
た
も
の
と
し
て
存
在
す
る
」
或
は
「
充
漉
し
て
存
在
す
る
」
等
汝
Q
更
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
カ

の
エ
ク
シ
ス
テ
レ
を
翠
に
「
あ
る
」
と
謹
す
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
統
治
漕
と
し
て
あ
る
」
「
原
閃
と
し
て
あ
る
」
「
劣
っ
た
も
の

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
を

と
し
て
あ
る
」
「
充
嚇
し
て
あ
る
」
等
Q
と
こ
ろ
で
「
…
と
し
て
あ
る
し
と
は
「
一
で
あ
る
し
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
「
統

　
　
　
い
　
　
　
わ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

治
者
と
し
て
あ
る
」
と
は
「
続
治
者
で
あ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
原
因
と
し
て
あ
る
」
と
は
「
原
因
で
あ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
劣
っ
た
も

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
も
　
　
　
も

の
と
し
て
あ
る
」
と
は
「
劣
っ
て
居
る
」
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
絹
例
に
於
け
る
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
、
逓
常
の
主
語

と
蓮
諮
と
を
結
ぶ
繋
瀞
と
し
て
の
エ
ッ
七
と
置
換
え
て
も
何
ら
塾
実
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
Q
た
と
え
ば
「
紳
は
萬
有
の
就
治
砦

と
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
」
（
U
窪
ω
①
蝕
。
D
暮
。
欝
β
貯
ヨ
Φ
馨
鍵
B
話
9
0
増
・
）
　
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
の
か
わ
り
に
エ
ッ
セ
を
置
け
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
つ
　
　
　
も

⇔
象
ω
Φ
斡
。
ヨ
巳
償
ヨ
①
簿
ぎ
韓
奉
9
0
7
と
な
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
「
榊
は
萬
有
の
統
治
奢
で
あ
る
」
こ
と
に
愚
な
ら
ぬ
Q
他
の
諸
用

纏
も
す
べ
て
金
く
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
繍
諮
を
と
る
エ
ク
シ
ス
テ
レ
が
「
で
あ
る
し
表
示
の
エ
ッ
セ
と
置
換
さ
れ
得
る
こ

　
　
　
　
撰
．
ト
マ
ス
に
於
出
る
軸
頓
ω
①
と
Φ
困
廟
馨
の
醜
㊦
に
つ
い
て
（
承
萌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
瓢
皿
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折
い
騨
脚
料
門
究
　
　
魏
岬
据
百
レ
磯
門
十
二
腰
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

と
は
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
近
代
語
繹
が
殆
ん
ど
す
べ
て
、
こ
れ
ら
の
エ
ク
シ
ス
テ
レ
に
特
別
の
意
味
を
附
す
る
こ
と
な
く
、
簡
軍
に
通
常

の
繋
癖
と
蓮
語
と
の
關
係
の
よ
う
に
熱
し
て
居
る
こ
と
か
ら
も
、
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔
前
設
（
一
×
二
）
（
五
×
七
）
に
附
せ
ら
れ
た

英
濁
謙
曝
照
〕
o

　
そ
こ
で
次
の
疑
問
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
名
詞
や
形
容
．
詞
を
補
語
と
し
て
と
る
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
、
名
詞
な
い
し
形

賛
詞
を
述
語
と
す
る
繋
瀞
と
し
て
の
「
で
あ
る
」
の
エ
ッ
セ
と
金
く
同
じ
意
味
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
ー
ー
こ
れ
に
潔
し
て

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
も
　
　

ろ
　
　
　
も
　
　
　
る
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
わ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

わ
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
　
　
　
カ
　
　

も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
し
　
　

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
し
　
　

い
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
も
　
　

つ

我
汝
は
答
え
る
。
エ
ッ
セ
の
か
わ
り
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
が
掃
い
ら
れ
る
場
含
は
、
軍
に
「
一
で
あ
る
」
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
て
、
や
は

も
　
　

も
　
　
　
し
　
　
　
や
　
　

り
　
　
　
も
　
　
　
わ
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

ぬ
　
　
　
も
　
　

う
　
　

ヤ
　
　
　
も
　
　

や
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　

し
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　

う
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
カ
　
　

む
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
う

り
そ
の
虫
語
の
存
立
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
空
語
が
そ
の
圭
語
「
と
し
て
他
と
獲
別
さ
れ
て
あ
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
居
る
、
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　

カ
　
　
　
め
　
　

う
　
　
　
し
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　

も
　
　
　
カ
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
も

る
。
た
と
え
ば
「
紳
は
萬
有
の
統
治
者
と
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
」
〔
註
（
一
）
曇
照
〕
と
い
う
の
は
、
軍
に
「
紳
は
萬
有
の
統
治
者
で
あ

っ

る
」
と
い
う
の
と
は
意
味
が
異
る
。
そ
の
単
婚
は
次
の
鮎
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
後
の
文
に
於
て
は
、
淋
に
厨
す
る
或
性
格
が
エ
ッ
セ
を

媒
介
と
し
て
淋
に
艦
卜
せ
し
め
ら
れ
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
が
、
前
文
に
於
て
は
や
ば
り
強
調
鮎
は
「
シ
ス
テ
レ
」
と
い
う
こ
と
の
方
に
あ

っ
て
、
主
語
が
い
か
な
る
も
の
と
し
て
シ
ス
テ
レ
す
る
か
と
い
う
、
そ
の
シ
ス
テ
レ
の
仕
方
を
限
定
す
る
爲
に
名
詞
が
硲
加
さ
れ
て
居
る

の
で
あ
る
。
1
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
二
つ
の
文
の
意
味
が
非
常
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
Q
そ
し
て
シ
ス
テ
レ
の

意
味
が
拠
に
一
般
化
す
る
時
、
途
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
「
で
あ
る
」
の
エ
ッ
セ
の
代
用
と
な
る
Q
か
x
る
用
法
は
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
分
詞

エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
に
於
て
あ
ら
わ
れ
る
Q
そ
れ
は
次
の
場
合
で
あ
る
。

三
二

　
次
に
四
の
場
合
を
考
察
す
る
Q
i
エ
ク
シ
ス
テ
レ
が
名
詞
形
算
詞
を
補
諮
に
と
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
語
の
意
味
が
繋
蹉
の
エ

ッ
セ
の
意
昧
に
近
づ
い
て
居
る
こ
と
を
誰
糠
立
て
る
。
そ
れ
は
ま
た
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
シ
ス
テ
レ
の
意
味
が
、
そ
れ
だ
け
「
般
化
し
て
屠

る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
傾
肉
が
き
わ
ま
る
と
、
つ
い
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
繋
鎌
の
エ
ッ
セ
の
代
り
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
◎
尤
も
エ
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ク
シ
ス
テ
レ
が
定
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
ぱ
、
既
に
蓮
べ
ら
3
／
た
よ
う
に
〔
前
腕
（
c
）
項
Ψ
エ
ッ
セ
と
匿
別
さ
れ
た
特
湖
の
意
味

（
す
な
わ
ち
主
語
の
存
立
性
の
強
調
）
を
含
ん
で
居
る
。
然
し
こ
の
動
詞
の
分
詞
尼
崎
ク
シ
ス
テ
ン
ス
（
①
鉱
9
①
ロ
ω
）
は
、
時
に
は
繋
僻

「
で
あ
る
」
の
エ
ッ
セ
の
公
詞
形
エ
ン
ス
（
①
房
）
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
と
り
た
て
気
存
立

性
の
意
味
を
含
ま
ず
、
金
く
繋
灘
の
エ
ッ
七
の
代
用
と
み
な
す
よ
り
外
は
な
い
Q
然
し
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
い
つ
も
そ
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
繋
階
の
エ
ッ
セ
の
代
用
と
し
て
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
を
論
明
す
る
前
に
、
ト
マ
ス
に
於
け
る
エ
ク
シ
ス
テ
ン

ス
の
用
法
壼
般
を
ま
つ
論
明
し
よ
う
Q

　
近
代
語
に
於
て
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
ラ
テ
ン
語
に
於
て
も
、
動
詞
の
分
詞
形
は
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
と
も
に
ま
た
そ
れ
自

盤
猫
立
の
名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
分
詞
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
に
つ
い
て
も
同
橡
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
或
場
合

に
は
形
雰
詞
と
し
て
何
ら
か
の
名
詞
に
つ
き
、
そ
の
名
詞
を
そ
の
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
意
味
に
江
っ
て
形
容
す
る
。
こ
の
場
含
の
エ
ク
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ね
　
　
や
　
　
じ
　
　
も
　
　
し

テ
ン
ス
は
「
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
と
こ
ろ
の
」
云
汝
と
課
さ
れ
る
。
そ
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
に
ぱ
上
蓮
の
種
馬
な
意
味
が
あ
る
か
ら
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　

も
　
　
も
　
　

も
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
　
　
も
　
　

む
　
　
　
も
　
　
も
の
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
も
　
　
し

れ
ら
の
意
味
に
從
っ
て
時
と
毒
念
に
慮
じ
て
「
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
」
「
生
成
す
る
と
こ
ろ
の
」
「
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
」
「
あ
ら
わ

も
　
　
も
　
　
し
　
　
ね
　
　
う
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
カ
　
　
も

れ
る
と
こ
ろ
の
」
等
汝
と
諜
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
「
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
と
こ
ろ

も
　
　
へ
　
　
わ

の
も
の
」
を
示
す
。
す
な
わ
ち
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
と
い
え
ぽ
「
存
在
す
る
も
の
」
「
生
成
す
る
も
の
し
「
出
現
す
る
も
の
し
等
汝
を
示
し
得

る
。
然
し
賢
際
に
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
含
に
は
、
そ
れ
は
大
抵
第
一
の
意
味
、
す
な
わ
ち
「
存
在
潜
」
の

意
味
で
用
い
ら
れ
、
エ
ッ
七
の
分
詞
工
・
、
．
ゾ
ス
（
9
ω
）
と
置
換
え
ら
れ
得
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
圭
に
一
般
名
詞
と
し
て
中
性
的
に
用
い

ら
れ
る
が
、
時
に
は
存
在
す
る
「
慰
し
を
示
す
爲
に
9
3
性
な
い
し
女
性
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
含
も
あ
る
。
ま
た
複
数
形
も
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
る
。
中
性
複
激
形
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
チ
ア
（
Φ
民
ω
お
馨
冨
）
で
あ
り
、
男
女
複
数
形
は
エ
ク
シ
ス
テ
ソ
テ
ス
（
Φ
》
門
一
ω
け
Φ
謬
昏
①
の
）
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
語
は
分
詞
と
し
て
動
詞
的
性
格
を
保
持
し
て
居
る
か
ら
、
名
詞
的
電
流
詞
怪
い
つ
れ
の
用
法
の
掻
撫
に
も
、
そ
の
動
詞
的

意
味
を
限
定
す
る
副
詞
な
い
し
酬
詞
節
や
副
詞
句
を
と
り
得
る
。
…
…
以
上
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
意
味
及
び
文
法
的
性
格
の
一
般
的
論

　
　
　
裂
ト
マ
ス
に
於
け
る
o
o
降
①
①
と
ゆ
駁
卿
舞
。
鴨
O
に
つ
い
て
（
承
薦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



55S

　
　
　
哲
糧
い
欝
究
　
碗
・
識
涯
四
レ
∴
，
鑛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕉
蹴

転
で
あ
る
が
、
以
下
に
こ
れ
を
蕊
群
に
．
分
け
て
ト
マ
入
の
崩
網
を
購
い
て
擁
明
す
る
。
す
な
わ
ち
（
論
V
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
名
詞
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
し
　
　
も
　
　
カ
　
　
ぢ
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
り
　
　
つ
　
　
し
　
　
り
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
カ
　
　
も
　
　

う
　
　
も

て
用
い
ら
れ
る
場
合
Q
　
（
b
）
形
党
∴
糾
と
し
て
絹
い
ら
れ
る
場
ム
㌔
　
（
C
）
同
じ
く
彫
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
居
る
が
、
た
ゴ
そ
の
場

も
　
　
も
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
も
ア
　
も
　
　
む
　
　
も
　
る
　
　
も
　
　
し
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
ゆ
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
あ
　
　
へ
　
　
む
　
　
な
　
　
も
　
し
　
　
も
　
　
も
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
め
　
　
ち
　
　
ち
　
も
　
　
　
　
も
　
ぬ
　
　
し
　
　
も
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
し
　
　
わ
　
や
　
　
り
　
　
う

合
の
エ
ク
シ
ス
チ
レ
の
意
味
は
、
こ
れ
ま
で
考
冶
．
小
し
ゾ
、
き
た
こ
の
語
の
ど
の
意
昧
に
も
呈
せ
ず
、
む
し
ろ
激
語
と
し
て
の
エ
ン
ス
の
代
用

ち
　
　
　
う
　
　

カ
　
　
　
し
　
　

カ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
で
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

ち

と
し
て
の
み
難
解
さ
れ
得
る
班
び
合
Q
こ
の
場
合
か
ら
義
、
々
は
溢
に
繋
瀞
と
し
て
の
エ
ッ
七
〔
で
あ
る
〕
と
同
じ
意
味
が
エ
ク
シ
ス
テ
ソ
に

あ
る
こ
と
を
嚢
宣
す
る
り
離
し
て
二
の
意
味
こ
そ
は
燦
章
二
於
て
主
に
輪
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
も
る
。
然
し
こ
の
意
味
で
の
エ
ク
シ
ス
テ

ン
ス
を
他
の
意
味
で
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
か
ら
簸
別
し
て
、
一
て
れ
に
よ
っ
て
一
命
明
瞭
に
こ
の
意
味
で
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
猫
自
性
を

撫．

�
ｵ
得
る
爲
に
、
ま
つ
そ
れ
と
輝
溺
さ
れ
た
（
a
）
（
b
）
の
用
例
か
ら
考
卜
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
ま
た
（
b
）
と
（
G
）
と
の
聞
に

（
b
）
と
も
’
c
）
と
も
春
望
さ
れ
得
る
諜
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
砦
干
の
鞘
例
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
（
げ
）
と
す
る
。

　
（
a
）
　
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
名
山
と
し
て
絹
い
ら
れ
る
場
台
。
－
一
－
こ
の
縫
こ
の
諮
は
圭
に
「
存
在
碧
」
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
能

力
識
第
五
論
題
九
項
異
論
十
に
、
「
尤
素
は
箪
に
エ
ク
シ
ス
テ
ン
チ
γ
〔
エ
ク
シ
ス
テ
ン
・
へ
の
中
業
複
心
〕
に
す
ぎ
ぬ
が
、
植
物
は
な
お
そ
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　

に
生
き
て
居
り
、
動
物
は
な
お
そ
の
上
に
認
識
す
る
」
云
々
。
こ
鼠
で
自
然
物
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
、
箪
に
存
在
し
て
居
る
だ
け
の

も
の
、
存
在
す
る
の
み
な
ら
ず
生
き
て
も
屠
る
も
の
、
な
お
そ
の
上
に
認
識
も
す
る
も
の
に
平
分
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の

エ
ク
シ
ス
テ
ン
チ
ア
が
、
生
物
（
〈
ワ
．
Φ
湯
”
深
く
⑦
馨
邸
）
認
識
者
（
8
ぴ
q
轟
◎
ω
o
窪
ψ
8
ぴ
Q
昌
。
ω
o
窪
鉱
p
。
）
に
平
し
て
、
箪
に
存
在
す
る
だ
け

の
も
の
と
い
う
意
味
で
の
存
在
者
を
意
味
し
て
居
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
ま
だ
コ
皿
サ
イ
書
註
解
第
一
章
に
、
　
「
す
べ
て
の
認
識
は
エ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
　

シ
ス
テ
ン
ス
に
終
局
す
る
。
す
な
わ
ち
エ
w
、
セ
を
分
有
し
て
居
る
何
ら
か
の
本
性
に
終
局
す
る
」
云
々
Q
す
な
わ
ち
こ
エ
で
は
、
す
べ
て

の
認
識
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
認
識
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
屠
る
。
而
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
意
味
を
設
明
し
て
、
そ
れ
は
「
エ
ッ
セ
を

．
分
有
す
る
何
ら
か
の
本
性
」
（
9
。
言
意
舜
欝
㌶
冨
a
。
甘
鋤
霧
①
繊
⑦
）
と
い
わ
れ
て
居
る
。
か
x
る
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
エ
ソ
ス
（
有
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
も

と
嗣
義
で
あ
る
。
ま
た
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
人
を
示
す
爲
に
男
女
性
的
に
用
い
ら
れ
る
場
含
も
あ
る
G
た
と
え
ば
「
危
瞼
の
う
ち
に
あ
る

も
　
も
　
の
　
じ

人
々
」
（
貯
℃
①
ほ
2
駕
ω
o
臨
馨
Φ
簿
の
⑳
）
、
及
び
こ
れ
に
墳
す
る
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
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ナ
蝋
お
閃
冒
．
P
し
」
｝
」
で
「
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
チ
ァ
に
つ
い
て
論
ず
．
る
’

　
　
　
｝
隅
的
に
M
附
暁
畿
呈
…
ば
．
㌔
訪
の
る
－
二

　
　
　
』
勾
る
尋
つ
の
」
　
〆
ご
陣
は
砧
彌
艦
！
・
、

　
　
　
る
Q
　
ず
・
㍗
わ
・
ち
戸
戸
．
一
覧
約
に

　
　
　
弘
臨
わ
詣
っ
短
簡
々
の
隠
馳
谷
口
“
り
瓢

　
　
　
縫
、
く
、
礼
榑
つ
｝
卜
・
ず
ゼ
［
の
晶
J
b
・

　
　
　
ン
ス
は
漸
∴
璽
　
h
h
廿
・
…
蕉
・
ず
ノ

　
　
　
レ
ご
　
工
　
か
「
　
．
ン
　
「
ヘ
テ
　

ン
　
ス
　
し
｝
層

　
　
　
の
」
つ
つ
瀞
…
疏
事
の
携
∵
凹
レ
‘
．
・
．
二
山
、
L

　
　
　
ふ
の
る
Q
　
こ
れ
に
，
3
1
．
」
て

　
　
　
配
。
　
巾
華
．
謡
か
入
凸
歩
一
翫
早
＋
賦

（｝

ｯ
）
　
H
跡
囲
目
H
閃
島
「
ツ
餌
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ゆ

　
　
　
ω
け
ゆ
づ
什
①
o
り
・
　
㌧
氷
二
世
一
1
凹
如
・
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
め
　
へ

　
　
　
殊
鰍
の
・
つ
ち
に
幽
’
日
岬
4
，
歪
八
。

　
　
　
ゆ
●
Φ
輔
鱒
鳩
①
×
一
Q
二
一
O
鵠
瞥
㊦
o
o
　
㎜
鋤

　
　
　
い
。

　
　
　
ノ

（．

p
）
　
］
）
O
℃
O
含
Q
．
朗
ρ
費
P
O
σ
’
同
O
．
　
〇
一
掬
冨
㊤
謬
貯
P
ω
犀
夢
け
峰
P
欝
酔
瓢
當
μ
Φ
麟
凶
ω
齢
Φ
づ
甑
2
つ
一
P
鵠
帥
鋤
①
P
豊
頃
①
μ
β
①
怠
蟄
ヨ
〈
瞬
く
瓢
葺
F
勲
欝
一
言
ρ
鵠
蹄
く
Φ
吋
O
Φ
臨
9
欝

　
　
　
ω
煽
℃
①
吋
び
診
①
O
O
◎
槻
雛
O
ω
〇
二
昌
酵
．
　
幾
加
一
口
鯛
と
し
で
、
　
　
の
　
圃
圏
ω
Φ
離
ρ
島
●
P
ρ
●
押
鉾
G
◎
植
O
ぴ
陰
ピ
　
硫
①
O
鴬
β
鮎
瓢
昌
り
　
回
）
圃
O
胃
角
Q
學
圃
瓢
簿
：
：
島
尻
賦
コ
ぴ
q
9
－

　
　
　
償
昌
け
鉱
門
Q
広
9
酔
瓢
◎
騰
笈
鴨
3
⊃
島
鎧
ω
鳴
Φ
一
．
鋸
圃
部
…
ω
O
諺
帥
6
①
陸
一
質
帥
①
凱
①
O
蝕
自
9
嬬
射
出
噂
恥
⇔
ρ
瓢
O
O
O
鑓
℃
屈
㊦
ご
①
P
α
日
貸
二
級
民
⇔
爵
α
q
Φ
一
一
一
婦
勲
岱
O
コ
診
漏
¢
⇒
ご
凶
器
ρ
質
O
ω
¢
謬
け

　
　
　
『
9
⇒
陣
漂
O
の
　
亀
翁
0
雛
臨
び
臨
二
戸
ヨ
℃
瞥
回
ρ
¢
O
ω
¢
降
什
ぴ
戦
ロ
酢
P
霞
蚤
ヨ
曽
瓢
P
O
け
⑦
鵠
置
斤
O
捻
転
鋸
讐
鳩
卿
謬
ρ
二
〇
Q
段
戸
嵩
暮
厭
ゆ
ω
一
嵩
ω
①
旨
ω
卿
ヴ
出
①
ω
．
ヂ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
に

　
　
　
よ
れ
ば
電
∵
物
に
四
酔
驚
嘆
が
詩
の
る
G
「
籟
覧
的
昏
触
る
も
の
（
剛
昌
け
Φ
＝
Φ
O
仲
彊
跨
凱
ρ
）
、
　
理
．
赫
ヒ
的
な
る
も
の
（
H
9
甑
O
P
P
げ
圏
＝
節
）
、
峨
心
疑
団
癒
る
も
の
（
ω
⑦
づ
ω
畿
呂
謡
P
）
、

　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぷ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
張
籠
す
る
も
の
へ
⑦
×
δ
陣
①
灘
識
p
）
。

へ
瀧
）
　
唄
昌
」
♪
α
O
O
蝸
冒
ρ
屑
譜
・
ω
O
■
　
O
雌
μ
類
一
ω
O
O
頭
鵠
陣
甑
O
仲
O
諺
ゴ
陣
瓢
ρ
件
鉱
場
P
鎌
Φ
隈
凶
の
酔
㊦
謬
ρ
ズ
一
の
ω
け
四
創
門
田
ρ
償
餌
ヨ
コ
P
紳
＝
嘆
P
一
町
甥
ρ
賊
甑
O
剛
℃
P
⇔
酔
㊦
ヨ
Φ
ω
ω
Φ
。

　
　
　
　
『
　
　
p
護
，
縁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
、
・
r
一
翼
：

聖
ト
マ
ス
に
於
け
る

　
　
円
ω
①
羅
借
弓
叫
O
①
轡
Q
．
炉
欝
・
押
9
瓢
野
℃
び
嬬
O
ω
O
囲
）
げ
剛
ρ
自
①
叶
①
鴨
雛
謡
溢
瀞
酔
島
①
ゆ
畿
剛
ω
叶
O
欝
瓜
σ
娼
ω
。
…
虜
卜
幽
噛
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン

…。

C
｝
の
場
へ
呂
瓢
ク
シ
ス
テ
ン
ス
も
エ
ン
ス
と
置
換
え
ら
れ
る
。
　
然
し
な
が
ら
エ
ン
ス
と
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
と
は
全

‘
い
う
こ
と
は
♂
．
・
き
な
い
。
苛
の
絹
暁
漫
は
喰
の
鴛
に
相
す
る
Q
す
な
わ
ち
エ
ン
ス
は
誤
ッ
セ
の
・
分
詞
と
し
て
、
…
単
に
「
存
在

　
・
辰
ノ
・
一
晒
累
に
・
，
ち
る
と
こ
ろ
の
も
の
㌦
を
8
㎞
酬
い
す
る
。
故
に
斜
∵
り
か
の
潮
島
味
で
㎝
一
あ
る
も
の
」
は
す
・
べ
で
、
エ
ン
ス
で
あ

了
，
あ
る
も
ρ
〔
そ
れ
ほ
す
ぐ
鵜
た
草
昧
で
存
㍍
粒
窟
と
い
わ
れ
う
る
〕
の
み
な
ら
ず
、
蜜
た
こ
の
よ
う
で
隅
あ
る
も
の
」
す

　
　
　
ン
・
、
♂
．
、
あ
、
る
電
ま
た
實
在
・
ゴ
る
「
あ
る
も
の
」
の
み
・
な
ら
ず
、
實
在
せ
ず
畢
に
命
題
の
眞
ル
、
鑓
成
す
る
も
の
と
し
て
患

の
も
、
か
＼
る
も
の
と
し
で
．
「
，
あ
る
も
の
」
で
あ
る
談
弓
に
於
て
エ
ン
ス
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
費
し
で
．
エ
ク
シ
ス
ア

謹
も
の
．
，
か
．
蔀
一
・
、
　
「
，
，
あ
る
も
の
」
　
は
ず
ぺ
r
．
何
ら
か
の
意
味
で
　
「
び
点
燕
す
る
も
の
」
　
で
あ
る
と
い
う
意
昧
で
は
、
　
エ
　
ン
ス

試
嚢
質
的
に
踊
　
助
も
の
・
慌
．
廓
・
ず
と
い
っ
て
も
柔
い
が
、
少
く
と
も
各
と
し
て
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
と
い
う
名
懸
は
エ
ン
ス

七
、
噛
と
を
．
玉
ざ
な
い
。
汝
に
エ
ン
ス
・
♂
∴
段
六
準
準
と
コ
峠
す
こ
と
は
、
磯
瀕
∵
建
は
当
市
則
で
あ
る
と
し
て
も
多
く
の
嚇
含
．
不
鮫
當
で

ニ
ク
シ
・
．
亭
ン
・
『
戸
．
．
∴
学
蕉
煮
一
と
q
．
、
賊
す
の
は
車
町
下
口
♂
．
．
、
ち
る
。
　
叛
力
．
こ
の
踏
に
記
し
て
婆
．
」
き
に
若
男
．
・
及
さ
れ

（．

黶??

j
弾
巳
叶
国
㎜
∴
胤
暁
胤
「
一
山
ハ
β
旦
ゑ
ナ
昭
酬
。

劉
一
刈
Ψ
嵩
・
㎝
嚇
刈
●
　
娠
へ
お
黒
鯛
暫
し
」
L
∴
．
－
　
　
　
鉛
　
H
剛
ρ
舞
節
①
ω
幹
ρ
¢
O
山
r
ρ
・
『
v
摯
。
．
び
3
●
　
凶
鳳
瓢
諺
一
癖
帥
け
O
轟
添
Φ
ω
圃
口
鳥
O
ヨ
O
Φ
諸
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
や
　
へ
　
あ
　
ヤ
　
マ

ベ
、
、
㌦
の
ノ
∵
吋
を
照
ら
・
、
3
。
　
　
　
⑭
＜
の
蛋
9
①
む
陰
幹
ρ
離
。
畠
一
．
ρ
●
O
”
節
■
ど
◎
σ
●
一
●
晒
P
℃
①
甑
。
＝
一
〇
ヨ
。
簿
一
ω
o
×
一
q
。
什
。
づ
ω
　
死
の
轟
旭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
へ

　
　
ゆ
押
韻
嵩
℃
o
門
r
お
・
鋒
ト
ニ
O
り
ひ
一
p
ぎ
ω
∬
㌶
琶
p
臨
ω
①
4
舞
①
馨
Φ
ω
海
の
島
に
青
る
人
々
　
　
翰
ぎ
竃
舞
紳
．
p
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
　
瞥
ユ
び
澱
圃
三
門
O
”
Φ
畠
一
尉
｝
の
う
ち
に
㌔
め
る
・
八
々
　
　
　
ゆ
H
灘
》
創
℃
ぴ
踏
．
6
●
押
嵩
畢
N
Q
O
．
｛
周
く
凶
湾
〇
二
鷹
◎
倉
Φ
図
凶
の
件
Φ
郎
ω
獄
浄
』
あ
る

Φ
紛
卯
Φ
　
と

Φ
属
δ
岬
Φ
鴨
Φ
に
つ
い
て
（
承
前
）

蹴
九
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睡
鮮
陥
徽
’
鷹
凹
撫
冗
　
　
第
四
胃
R
鶴
口
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
ハ
O

　
（
b
）
　
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
。
　
　
こ
の
時
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
何
ら
か
の
名
詞
に
つ
き
、
そ
の
名

詞
と
性
奪
格
を
一
致
せ
し
め
、
　
「
エ
ク
シ
ス
テ
レ
す
る
と
こ
ろ
の
」
と
い
う
意
味
に
な
る
Q
そ
し
て
エ
ク
シ
ス
テ
レ
に
は
前
蓮
の
種
々
な

る
意
味
が
あ
る
か
ら
、
時
と
場
合
と
に
慮
じ
て
「
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
」
「
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
」
「
生
成
す
る
と
こ
ろ
の
」
「
あ
ら

わ
れ
る
と
こ
ろ
の
し
な
ど
と
課
さ
れ
る
Q
か
エ
る
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
用
例
の
若
干
は
、
既
に
こ
れ
ま
で
の
論
遮
の
う
ち
に
引
用
さ
れ
た
。

こ
の
用
法
は
ト
マ
ス
の
製
作
に
於
て
は
き
わ
め
て
一
般
的
で
あ
っ
て
、
殆
ん
ど
枚
學
に
い
と
ま
な
い
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
煽
に
つ
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ハ
　
　
う

く
典
型
的
な
例
を
砦
干
あ
げ
る
。
　
　
エ
ク
シ
ス
テ
レ
が
廣
い
意
味
で
の
存
在
を
示
す
場
含
。
た
と
え
ば
賢
在
界
に
存
在
し
て
居
る
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
篭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霞
）

か
の
も
の
（
鋤
岸
ρ
9
置
貯
種
Φ
目
q
旨
雛
2
ρ
ε
同
効
③
劇
評
諮
謬
ω
）
し
、
「
地
獄
に
居
る
引
せ
ら
れ
た
者
（
伽
飴
疑
冒
凹
角
首
冒
富
暁
郎
O
ゆ
鉱
忽
Φ
簿
Φ
ω
）
」
、

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
ハ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
像
の
胎
内
に
居
る
ヨ
ハ
ネ
ス
（
H
o
飴
謬
”
Φ
ω
ぎ
葺
①
憎
。
ヨ
暮
ほ
ω
⑦
凶
ω
8
鵠
。
D
）
」
、
「
物
髄
の
う
ち
に
あ
る
性
質
（
ρ
償
駄
津
簿
。
日
旨
8
厭
℃
o
村
ヨ
β
ω

　
　
　
　
　
　
（
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

①
甑
ω
8
馨
Φ
彗
）
」
、
等
、
1
1
「
が
ら
で
て
く
る
」
を
意
味
す
る
場
合
。
た
と
え
ば
「
始
源
か
ら
嵐
て
く
る
何
ら
か
の
も
の
（
義
目
ρ
¢
箆
Φ
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

黒
幕
9
箕
。
①
臨
の
8
房
ご
、
「
無
か
ら
生
ず
る
自
然
（
野
鶏
仲
¢
門
翰
F
①
メ
　
昌
臨
P
一
一
〇
　
①
M
湾
坤
0
9
件
Φ
謬
ω
）
」
、
「
他
者
か
ら
獲
出
す
る
ペ
ル
ソ
ナ
（
唱
Φ
拐
。
コ
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

効
σ
掌
。
嵩
。
Φ
巴
ω
詩
嚢
）
し
聖
母
。
此
軍
国
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
種
々
な
る
意
味
に
慮
じ
て
エ
ク
シ
ス
テ
ソ
ス
の
意
味
が
で
き
る
。
　
　
ま
た
か
蕊

る
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
、
そ
れ
が
附
加
す
る
名
詞
と
と
も
に
奪
格
に
な
っ
て
、
　
い
わ
ゆ
る
奪
格
別
伺
（
鋤
σ
一
溝
け
一
く
Φ
魯
Ω
ぴ
ω
O
一
爆
汁
①
）
を
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
で
　
　
ら
　
　
す
　
　
わ

す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
含
は
前
後
の
事
情
に
慮
じ
て
種
汝
に
課
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
眼
の
う
ち
に
白
さ
そ
の
も
の
が
現
存
す
る
わ

、
　
b
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
　
「
）

け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
（
昌
8
Φ
賦
の
お
纂
Φ
暮
ω
鎖
巴
σ
㊦
瞬
ぎ
①
娼
轟
＄
Φ
望
遠
節
Φ
塊
一
昌
o
o
巳
。
）
」
Q

（
四
）
　
一
）
Φ
薗
謬
瞥
づ
ρ
．
ρ
．
鯉
斜
心
●
既
出
数
趣
五
点
￥
註
（
一
）
拠
ア
照
。

（
五
）
　
＜
麟
囲
ρ
窪
9
0
霧
．
ρ
這
O
巳
零
ρ
●
メ
斜
鯉
”
O
怒
。
●

（
六
）
貯
酬
。
彗
』
」
ヨ
・
卜
。
綬
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
七
）
　
H
郎
図
目
無
〆
累
答
．
一
◎
μ
野
鱒
O
摘
9
類
綱
を
付
加
穿
る
Q
　
　
削
回
瓢
嗣
）
㊦
Q
D
ゆ
二
巴
飼
●
一
．
◎
P
Q
Q
ゆ
●
ぬ
二
p
嵩
欝
什
Φ
回
冨
圏
嵩
O
O
桟
心
O
臨
｝
）
離
の
Φ
翼
陳
跨
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
P
叶
O
諺
物
彊
の
う
ち
に
・
あ
る
牲
賞
．
一
I
j
㎞
岡
H
雛
U
¢
　
昌
O
廿
P
◎
吋
●
轡
メ
コ
ワ
C
Q
O
Q
◎
Q
。
　
着
目
ぴ
q
灘
凶
け
瓜
a
一
P
①
ω
①
×
圃
ω
榊
O
口
跨
①
ω
轡
骨
在
す
る
大
き
さ
　
　
㈹
H
鄭
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
℃
O
一
．
ド
洲
鐸
b
の
ω
．
　
℃
『
O
唱
酔
①
胃
斜
凱
ρ
蕪
二
⑦
ヨ
ヨ
鉱
舘
昌
O
◎
講
ω
貫
Φ
酔
¢
位
一
昌
O
ヨ
一
鐸
ゆ
二
ρ
償
3
門
δ
ひ
①
嬬
犠
ω
ω
寓
一
ω
け
O
護
け
禽
づ
鵡
以
十
堰
に
存
衣
す
る
蹴
．
悪
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ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
習
の
傍
匹
に
　
　
④
H
護
H
H
｛
扇
▼
O
轡
一
．
樋
昏
○
”
⇔
●
心
⑰
も
Q
‘
　
℃
①
殴
”
識
礪
露
O
焦
瓢
一
く
一
貫
彊
づ
p
画
欝
げ
O
”
盗
圃
昌
①
①
屡
一
ω
瞥
O
鵠
ω
入
閣
円
の
・
り
♪
つ
に
h
経
ず
る
壷
窟
騨
晶
肘
∵
な
寸
b
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
に
よ
っ
て
　
　
繭
．
囲
P
》
島
男
O
ヨ
・
6
●
も
Ω
℃
轡
距
昌
．
昏
⊃
5
つ
鮮
　
㈹
①
ゆ
齢
①
諺
一
一
ざ
ヨ
罰
昌
岱
δ
O
Φ
吋
獣
◎
5
Φ
Φ
騒
圃
む
D
｛
O
瓢
紳
Φ
ヨ
八
刀
故
｝
．
一
て
居
る
あ
の
民
出
妖
を
一

　
　
　
＠
同
昌
囲
》
μ
O
◎
鉾
ρ
這
い
Q
”
誉
“
置
●
　
げ
。
ヨ
ぎ
①
ヨ
ぎ
O
①
o
o
簿
。
量
「
o
冠
3
二
〇
甑
繋
Φ
質
仲
。
筥
大
罪
の
・
つ
’
ち
に
あ
徹
人
悶
を
。

　
（
八
）
　
ト
ρ
・
轟
紳
鉛
紳
既
鐵
酌
搬
二
三
点
皐
　
詮
（
一
）
拠
ノ
薫
。

　
（
九
）
　
⇔
O
℃
O
戸
タ
9
欝
押
O
σ
・
μ
⑦
．
臨
畠
・
第
こ
三
｛
単
　
註
（
二
）
著
聞
照
。

　
へ
一
〇
）
　
H
ρ
b
癖
⊆
Q
℃
鋭
G
Q
．

　
（
一
一
）
　
圃
嵩
囲
諺
鳥
O
O
畳
・
ρ
μ
Q
p
博
鐸
G
◎
O
ρ
艶
出
・
儒
4
二
九
眠
県
　
詮
（
二
）
樫
昭
…
。

　
　
ノ

　
（
b
）
　
と
こ
ろ
で
同
じ
く
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
エ
ク
シ
ス
テ
レ
が
「
存

在
」
5
5
・
「
出
現
」
や
「
生
威
」
や
「
現
存
」
で
は
な
く
て
、
前
章
で
第
三
の
場
合
と
し
て
楽
．
察
し
た
と
こ
ろ
の
、
名
詞
或
は
形
容
詞
を
補

語
と
し
て
「
　
　
と
し
て
存
立
す
る
、
存
在
す
る
、
あ
る
」
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
場
含
は
特
に
油
意
を
要
す
る
Q
か
エ
る
エ
ク
シ
ス

テ
レ
が
分
詞
と
な
る
場
合
に
は
、
や
は
り
名
詞
か
形
容
詞
を
補
諮
と
し
て
、
し
か
も
締
語
を
と
も
な
う
分
詞
そ
の
も
の
が
或
名
詞
に
附
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
た
　
　
も
　
　
も

さ
れ
て
「
　
　
と
し
て
存
立
（
存
在
す
る
、
あ
る
）
と
こ
ろ
の
」
云
々
と
い
う
よ
う
に
そ
の
名
詞
を
限
定
す
る
Q
ま
た
そ
の
名
詞
の
性
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
コ
じ

格
に
慮
じ
て
縫
化
す
る
。
た
と
え
ぽ
紳
撃
大
金
第
こ
部
の
こ
、
九
四
論
題
一
項
異
論
三
に
、
図
謎
。
箆
。
圓
暮
甑
辞
ゆ
養
畜
ご
岡
三
一
Φ
己
馨
窪
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヨ
　

コ
◎
診
弓
。
結
乙
D
け
Φ
霧
①
の
煽
℃
①
武
門
一
餓
。
弦
g
・
ロ
。
娼
Φ
鼠
①
ω
・
ま
た
詞
書
第
一
郡
五
五
論
題
一
項
異
論
解
答
三
に
、
〇
ニ
ヨ
P
δ
雛
ぴ
q
Φ
謀
Φ
ω
ω
Φ
暮
貯
噂
艶
昆
欝

①
筏
の
8
謬
ω
・
、
m
Φ
ら
離
昌
鳥
償
営
O
触
。
℃
村
㌶
旨
麺
猷
。
欝
Φ
ヨ
鋤
ぴ
p
o
議
ω
常
置
餓
ご
ゆ
q
窪
舞
¢
び
：
：
前
例
に
曾
て
、
「
無
」
（
口
曽
凶
）
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス

の
繍
…
語
で
あ
り
、
そ
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
ま
た
「
偶
像
崇
拝
」
（
a
巳
鉾
凱
節
）
に
か
玉
る
形
容
詞
と
解
さ
れ
る
。
よ
っ
て
垂
部
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　

セ
　
　

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

は
、
「
故
に
い
わ
ぽ
無
と
し
て
あ
る
と
こ
ろ
の
偶
像
崇
拝
は
、
迷
信
の
一
種
で
は
あ
り
得
な
い
」
。
　
こ
れ
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
名
詞
を

補
語
に
と
る
場
合
で
あ
る
。
ま
た
第
二
例
に
於
て
、
「
有
限
な
」
（
h
巳
¢
）
と
い
う
形
容
詞
は
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
補
語
で
あ
り
．
、
そ
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
ち
　
　
ヤ

ェ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
ま
た
「
本
質
」
（
Φ
ω
ω
①
¢
θ
一
簿
）
に
か
玉
る
温
習
詞
と
解
さ
れ
る
。
よ
っ
て
悪
文
を
算
す
と
、
「
有
限
な
〔
も
の
と
し
て
〕

も
　
　
も
　
　
も
　
む
　
　
う
　
　
な

あ
る
と
こ
ろ
の
天
使
の
本
質
は
、
そ
の
簡
有
の
本
性
に
從
っ
て
他
潔
か
ら
隈
別
さ
れ
る
か
ら
し
云
六
。
　
　
と
こ
ろ
で
我
六
は
こ
の
二
つ

　
　
　
　
聖
ト
マ
ス
に
於
け
る
。
の
ω
Φ
と
Φ
匿
坤
ω
酵
。
噌
の
に
つ
い
て
（
承
演
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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P

　　

@　

@　

屁
{
研
究
飾
四
百
四
士
擬
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
穴
こ

の
用
例
に
於
け
る
エ
ク
シ
ス
テ
レ
を
軽
い
て
前
章
第
三
の
場
合
に
あ
て
は
め
て
「
　
　
と
し
て
存
立
す
る
（
存
在
す
る
、
あ
る
）
」
な
ど

の
意
味
に
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
エ
ク
シ
ス
テ
レ
に
存
立
性
の
意
味
を
み
と
め
ず
、
む
し
ろ
「
で
あ
る
」
の
エ
ッ
七
と
同
意

味
に
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
に
と
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
名
詞
な
い
し
形
容
詞
を
補
語
と
す
る
エ
ク
シ
ス

テ
レ
は
「
　
　
で
あ
る
と
こ
ろ
の
」
云
々
と
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
と
っ
て
前
文
を
諜
し
直
す
と
、
第
一
例
は
、
　
「
い
わ
ば

ね
　
カ
　
も
　
し
　
し
　
も
　
ち
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヵ
　
ヵ
　
う
　
も
　
セ
　
う
　
　

無
で
あ
る
と
こ
ろ
の
偶
像
崇
揮
は
」
爵
粛
、
第
二
例
は
、
　
「
有
限
で
あ
る
と
こ
ろ
の
天
使
の
本
質
は
」
云
々
と
な
る
。
更
に
こ
の
エ
ク
シ

ス
テ
ン
ス
を
一
、
で
あ
る
L
意
味
の
分
詞
と
解
す
れ
ば
、
そ
れ
は
英
語
の
σ
①
ぎ
ひ
q
と
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
、
英
語
の
例
に
な
ら
っ
て

ρ
し
∴
文
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
」
乞
σ
Φ
一
睡
鵬
と
一
．
一
て
即
妙
艦
岬
す
れ
ば
、
胎
蔵
一
例
は
凶
鳥
O
一
ρ
け
『
矯
℃
P
ω
霊
♂
く
Φ
村
O
σ
Φ
一
郎
α
q
P
O
ユ
臥
P
ひ
q
”
：
：
第
二
綱
は
、
甑
回
⑦
帥
膨
σ
q
O
一
噂
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
る
　
も
　
も
　
も
　
つ
　
い
　
セ
　
も
　
さ
　
も
　
も
　
　
ぴ
　
も
　
も
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
も
　
し

Φ
ω
ω
窪
。
ρ
σ
①
ぎ
晩
訪
昌
淳
P
．
：
・
レ
偏
癒
る
〕
、
「
偶
像
筆
算
は
、
い
わ
ば
無
に
ひ
と
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
」
云
凌
、
「
天
使
の
本
質
は
、
有
限
で

も
　
　
も
　
　
も
　
　
り

あ
る
の
で
」
云
々
と
い
う
よ
う
に
理
由
4
0
と
し
て
講
ず
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
（
＝
一
）
H
H
山
H
ρ
o
磨
2
。
」
噛
。
ぴ
塵
ω
楠
莫
母
船
二
念
爵
。
艮
。
δ
臨
謬
8
δ
。
寡
q
♂
葬
①
8
質
。
汁
三
郵
匿
私
募
。
叶
σ
Φ
沿
ω
g
。
奮
。
3
午

　
　
　
　
　
需
簗
三
。
鉾
（
や
脹
霧
）
．
類
例
を
付
加
・
マ
る
。
　
ω
貯
ざ
窪
も
』
u
p
ω
黛
ヨ
5
一
欝
慈
冠
2
冨
貯
g
p
節
9
【
陣
ω
8
巴
ぎ
。
讐
霞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
⑦
臨
・
。
冨
馨
①
讐
：
：
客
．
侮
少
年
f
．
あ
っ
た
こ
ろ
の
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
穴
さ
れ
た
多
く
の
奇
蹟
、
云
々
。

　
　
（
＝
ε
H
ρ
℃
録
9
・
「
ど
跳
ω
∴
鴬
曜
第
一
岱
び
Φ
。
雲
ω
Φ
昏
Φ
霧
σ
q
Φ
賦
。
①
。
。
ω
露
8
る
。
。
び
①
凶
お
響
冨
”
δ
鯨
巴
品
鳳
終
a
び
三
諺
。
ぞ
郎
隔
。
コ
亭

　
　
　
　
　
塾
蔓
蹄
。
ヨ
。
窪
①
＝
窪
護
ω
℃
：
：
（
勺
．
培
。
。
）
佛
評
螢
…
塗
9
二
、
Φ
器
窪
8
伽
2
．
弩
α
q
Φ
簿
§
け
出
三
ρ
亀
①
ω
Φ
伽
雪
ぎ
験
①
9
ω
簿
話
ω

　
　
　
　
　
冨
目
鶏
§
欝
話
暇
。
冒
ρ
：
・
λ
．
o
。
。
。
G
。
し
。
．
．
｝
類
例
を
付
加
・
マ
る
。
　
①
剛
ρ
．
糞
p
卜
。
・
諺
只
貯
。
冒
。
。
謬
碁
盤
琶
σ
q
呂
。
・
ω
δ
お
ω
Φ
×
韓
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
ヘ
ヘ
へ

　
　
　
　
　
Φ
簿
Φ
q
。
》
昌
O
聲
Φ
×
冨
賦
讐
ρ
ぴ
即
質
睡
Φ
6
厚
6
。
①
Φ
昌
甑
ρ
艮
包
6
0
励
b
◎
同
。
P
ω
①
コ
獣
σ
韓
斜
彼
ら
は
は
じ
め
は
報
羅
で
あ
っ
た
か
ら
、
可
感
的
物
難
だ
け
が
有
で
・

　
　
　
　
　
あ
る
と
考
え
て
居
た
。
蕊
．
…
．
難
癖
念
、
弾
三
二
げ
真
薦
9
窪
q
弓
＄
ω
2
導
ぎ
ρ
夢
Φ
団
：
：
（
や
拐
O
）
猫
謀
第
四
念
U
①
き
ρ
ヨ
跨
a
ゆ
薦
”
≦
。

　
　
　
　
　
ω
δ
α
q
互
。
募
ρ
ヨ
き
9
α
q
円
α
び
窪
蓄
お
ぞ
…
（
Q
。
．
。
。
）
佛
聖
幽
霊
∵
…
m
二
。
誘
臼
、
騎
簿
p
｛
Φ
三
g
ω
。
ぎ
ヨ
窪
ぼ
α
Q
触
。
ω
ω
§
ω
》
（
℃
・
・
。
b
。
旨
）
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
目
ρ
・
①
O
O
”
9
鱒
禽
勲
鎌
H
嘗
d
「
P
創
O
¢
P
拭
け
O
桟
P
¢
図
一
も
陰
ひ
①
づ
酔
㊦
℃
ヨ
ρ
二
島
O
ρ
⑦
臨
”
O
鐸
島
コ
汁
¢
一
，
＼
：
・
故
に
錦
一
け
…
一
ノ
．
、
あ
の
っ
て
も
、
　
蕉
γ
．
く
の
工
八
2
－
P
誕
の
る
・
こ
・
’
・
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
れ
る
。
　
③
O
。
く
①
簿
●
ρ
．
押
斜
①
．
盟
Q
り
。
象
，
暮
①
①
蝕
の
帯
簿
①
箋
）
P
貯
ひ
亀
黄
暮
簿
a
σ
器
霧
ω
や
く
①
建
ω
8
＝
旨
9
賑
曾
孫
ω
●
ソ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
テ
ス
が
宿
い
鳩
合
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
白
い
と
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
鮮
は
置
h
で
あ
る
。
　
　
㈲
O
①
日
鉱
ρ
ρ
．
メ
ρ
」
Q
Q
噸
”
創
H
H
ψ
o
㊤
山
。
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌣
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ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
譲
幕
δ
①
誇
冨
塁
弓
g
。
馨
帥
喉
§
路
三
結
露
冒
鼠
。
g
一
g
銭
需
誉
。
g
ω
．
滋
的
に
は
同
；
あ
り
な
か
ら
、
不
完
全
か
ら
よ
り
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
た
も
の
へ
と
う
つ
り
う
る
　
　
⑤
畷
i
譲
ρ
．
H
ρ
欝
麟
・
ω
Φ
鳥
o
o
コ
9
2
山
o
O
o
吋
鄭
Φ
瓢
G
拶
篇
騨
賃
。
言
諭
自
。
＝
o
鉱
ω
富
簿
。
：
：
ま
だ
未
熔
者
で
あ

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
つ
た
と
こ
ろ
の
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
　
　
㈲
．
H
路
H
U
①
o
簿
鼠
P
ド
戸
9
◇
矯
P
一
Q
◎
一
．
霧
吻
簿
①
鉱
欝
唱
。
ω
ω
筈
鵠
Φ
酔
。
八
二
昌
⑦
ω
ω
①
ぎ
ゅ
三
ε
露
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
環
譜
ρ
O
匿
隣
Φ
Φ
属
置
酔
。
串
汁
Φ
坤
P
節
P
搾
p
ω
Φ
o
蛋
昌
瓢
離
津
同
影
9
α
q
ロ
津
麟
鳥
一
跡
Φ
昌
口
”
Φ
酔
騨
H
㍊
の
Φ
諸
δ
け
。
嵩
窪
び
⊆
ω
諭
P
謬
卿
ω
．
　
た
と
い
他
の
一
嘗
都
分
は
有
限
で
あ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
る
と
し
て
も
、
　
一
部
、
分
が
大
さ
か
、
・
に
於
て
婦
女
で
あ
る
な
ら
ば
、
全
燈
が
無
限
で
あ
．
o
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
⑦
H
鐸
固
く
℃
○
囲
・
一
・
．
目
ρ
昌
・

　
　
　
　
　
①
鱒
Q
◎
・
ヨ
O
山
蹄
圃
郎
O
剛
く
搾
門
口
Φ
の
嶽
ゆ
瞥
O
鴬
瓢
ヨ
凶
噂
O
け
弓
O
o
陰
u
B
Φ
ω
ω
凶
O
一
質
ω
O
冠
借
ヨ
同
⇒
①
島
一
諾
⑦
×
帥
ω
け
Φ
昌
ω
”
O
℃
二
ご
P
簿
⑦
o
o
紳
一
瞬
け
⑦
同
O
∋
め
O
o
陰
．
　
m
図
常
小
の
山
丁
串
撹
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
級
は
最
善
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
の
所
窮
は
中
位
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
う
ち
最
善
で
あ
る
。
　
　
的
H
訂
》
窟
閃
O
ヨ
・
o
・
膳
・
P
G
◎
麟
9
》
ぴ
諺
ゴ
ρ
ヨ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
へ

　
　
　
　
　
爲
畠
げ
＝
o
一
P
o
騨
。
郎
ヨ
。
置
償
ω
⑦
臨
の
叶
Φ
昌
ω
博
冒
匂
。
焦
鋤
o
ρ
け
⊆
ω
Φ
馨
℃
Φ
『
訪
創
Φ
ヨ
㌦
：
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
ま
だ
無
額
…
織
で
あ
っ
た
こ
ろ
に
、
藍
仰
に
ょ
っ

　
　
　
　
　
て
苧
戚
と
か
・
」
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
（
G
）
　
さ
て
前
項
（
b
）
の
諸
用
例
は
、
そ
の
エ
ク
シ
ス
テ
レ
を
ば
、
「
　
　
と
し
て
存
立
す
る
、
存
在
す
る
、
あ
る
」
の
意
昧
に
と

っ
て
も
、
ま
た
通
常
の
「
で
あ
る
」
の
エ
ッ
セ
と
同
じ
意
昧
に
と
っ
て
も
、
ど
ち
ら
で
も
理
解
で
き
る
例
で
あ
っ
た
が
、
以
下
の
諸
例
は

前
の
意
味
で
は
理
解
で
き
ず
、
是
非
と
も
後
の
意
味
に
、
す
な
わ
ち
「
で
あ
る
」
の
繋
僻
の
意
味
に
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
噛
、
四
）

ち
一
嵩
思
磨
大
・
金
櫨
聖
二
部
六
九
滑
面
題
八
項
異
論
擁
…
答
一
二
に
、
O
B
コ
Φ
ω
㍑
o
自
白
Φ
ω
鴇
Φ
貯
ω
傷
Φ
資
ω
喝
①
o
一
①
一
㊦
嫉
一
ω
8
昌
幹
①
ω
℃
一
旨
h
O
同
ヨ
簿
o
O
雛
く
Φ
灘
一
野
心
幹

こ
の
Φ
黙
黙
①
B
ω
娼
①
9
魚
は
厩
格
で
あ
る
。
故
に
さ
き
の
諸
絹
例
に
於
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
エ
ク
ン
ス
テ
ン
テ
ス
の
補
語
と
し
て
、

そ
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
テ
ス
が
「
入
閣
」
（
び
。
賢
げ
①
ω
）
に
か
N
る
よ
う
に
濁
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
「
で
あ
る
」

の
エ
ッ
セ
の
分
詞
の
代
置
と
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
玖
解
さ
れ
得
る
。
す
な
わ
ち
。
ヨ
謬
Φ
ω
ず
。
導
ぼ
Φ
ω
。
9
§
瞥
。
言
。
。
島
。
ヨ
ω
℃
Φ
9
魚
・
「
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ち
　
も
　
む
　
し
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
も
　
う
　
も
　
も
　
も
　
も
　
セ

ベ
て
の
人
頽
は
同
一
の
種
に
蒼
し
て
居
る
し
と
い
う
声
声
の
文
章
を
、
こ
の
エ
ッ
セ
を
分
詞
に
し
て
「
同
　
の
種
に
娼
し
て
居
る
と
こ
ろ

う

の
す
べ
て
の
人
聞
」
と
い
お
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
エ
ッ
セ
の
分
罰
形
エ
ン
ス
を
用
い
、
そ
れ
を
「
す
べ
て
の
暗
闇
」
の
性
数
格
に
堕
せ
て

。
露
謬
Φ
ω
け
。
導
出
Φ
ω
①
貯
ω
鳥
Φ
ヨ
ω
O
①
9
①
一
Φ
馨
Φ
ω
と
い
え
ぽ
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
〔
英
課
す
る
と
、
自
。
諜
ヨ
魯
・
・
お
。
団
昏
Φ
ω
農
μ
⑦
ω
需
。
諺
・

と
い
う
交
点
幕
を
、
分
詞
を
用
い
て
、
鈴
譜
蝕
Φ
詳
σ
鉱
昌
ぴ
q
o
隔
酔
げ
①
o
陰
近
影
。
ω
ロ
Φ
o
剛
o
o
し
と
十
る
如
．
く
で
あ
る
〕
、
ト
マ
ス
は
涌
繋
冨
こ
の
よ
・
り
・
な
場
ム
隠
に
エ
ッ

セ
の
分
詞
形
と
し
て
の
エ
ン
ス
を
用
い
ず
、
エ
タ
ン
ス
テ
ン
ス
を
用
い
る
。
從
っ
て
上
記
の
文
は
。
鈴
器
壺
α
財
。
日
ぎ
霧
㊦
ぼ
ω
瓜
①
導
ω
℃
Φ
鼠
魚

　
　
　
　
　
　
禦
ト
マ
ス
に
於
け
る
　
Φ
ω
o
陰
①
　
と
　
④
鵠
帥
ω
け
⑦
鴨
Φ
　
に
つ
い
て
　
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
紬
滋

，
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響
墜
鍔
究
熔
画
窪
四
十
∴
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
瞬
　
　
　
　
　
　
．

Φ
義
ω
睡
蓮
①
ω
と
な
る
Q
故
に
こ
の
場
合
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
は
エ
ン
ス
の
代
用
で
あ
っ
て
何
ら
特
別
に
存
立
と
か
存
在
と
か
の
意
味
を
含

ま
な
い
。
ま
た
こ
の
分
詞
は
前
後
の
事
象
に
感
じ
て
、
時
に
は
理
由
旬
の
よ
う
に
課
す
こ
と
も
で
き
る
。
よ
っ
て
・
’
い
、
ご
き
の
用
例
の
棄
文
を
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
し
　
も
　
へ
　
し
　

へ
　

リ
　
カ
　
も
　

も

す
と
次
の
よ
う
に
’
、
尽
る
。
　
「
す
べ
て
の
斗
酒
は
、
同
一
の
種
に
場
す
る
か
ら
、
形
箱
に
於
て
一
致
す
る
し
、
　
ま
た
聖
旨
大
全
第
一
郡
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
淀
）

三
論
題
二
項
異
論
解
答
四
に
、
臓
鑓
薮
郎
§
唱
§
ぎ
二
昌
島
①
石
器
。
器
℃
鑓
①
9
畏
爵
葵
コ
塑
ρ
舞
ω
冨
一
5
三
鳥
①
紙
ω
審
蕊
9
①
ω
ω
窪
け
冨

⑦
貯
ψ
こ
れ
は
さ
き
に
も
注
意
し
た
例
で
あ
る
が
〔
鶏
…
　
鷹
…
章
畔
．
五
∀
哲
濁
囚
｝
】
…
瓦
庇
一
∴
五
　
虹
．
一
、
こ
の
Φ
×
尻
8
コ
ω
鳥
①
～
は
「
　
　
か
ら
出
て
く

る
」
の
意
味
で
は
な
く
、
「
　
　
に
編
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
な
る
か
と
い
う
と
、
貼
昼
窪
置
①
馨
山
①
㊦
ω
ω
Φ
導
㌶
①
貯
ω
・
「
何
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
む
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も

が
そ
の
本
質
に
絶
す
る
」
Q
こ
の
丈
の
繋
僻
の
エ
ス
ト
を
分
詞
に
す
る
と
、
鉱
煙
二
丁
鳥
①
Φ
ω
ω
①
算
冨
①
貯
ω
Φ
器
「
そ
の
本
質
に
平
す
る
と

も
　
　
も
　
　
も

こ
ろ
の
何
か
し
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
場
合
ト
マ
ス
は
エ
ン
ス
の
か
わ
り
に
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
を
用
い
て
舜
。
凱
ρ
三
鳥
偶
①
Φ
ω
ω
Φ
馨
一
黛
。
．
Φ
冒
q
o

Φ
惹
馨
⑦
湯
と
い
う
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
に
は
「
存
注
す
る
」
と
か
「
か
ら
出
て
く
る
」
と
か
い
う
よ
う
な
特
別
の
意

味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
「
で
あ
る
」
の
エ
ッ
七
の
分
詞
写
照
ン
ス
の
代
用
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
用
例
の
至
文
を
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や
　
　
わ
　
　
も
　
　
し

す
と
、
　
「
恩
寵
は
予
定
の
本
質
に
場
す
る
何
か
と
し
て
予
定
の
う
ち
に
措
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
Q

　
　
（
一
四
噛
）
　
目
囲
ρ
．
O
P
勲
G
。
”
9
山
Q
。
●
甲
炎
短
気
二
念
ω
躍
o
o
ρ
鵠
ヨ
Φ
ジ
び
①
言
⑳
o
剛
。
コ
①
ω
℃
8
δ
ρ
鎮
o
o
｛
o
ロ
Φ
剛
。
目
ヨ
’
（
や
N
貫
鼻
）
類
例
を
附
加

　
　
　
　
　
す
る
。
　
動
圏
ρ
◎
濁
G
。
も
’
b
。
．
冨
巨
δ
醜
9
嵩
け
騨
①
惹
ω
搭
諺
ぎ
0
8
繋
げ
簿
①
ω
器
Φ
ω
参
勤
㌶
。
島
く
ヨ
器
幽
一
締
ヨ
。
蒙
武
石
o
a
Φ
巴
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
叶
。
口
ω
。
紬
脚
の
う
ふ
つ
に
｛
織
在
灼
に
」
浄
・
蕉
・
↑
る
餓
粥
係
ほ
紬
貯
の
・
不
跡
貝
の
凱
ッ
セ
ワ
ご
軌
分
っ
て
目
硫
り
、
　
そ
れ
と
全
～
、
同
じ
も
の
で
み
の
る
。
　
仲
癸
㍗
．
覧
矯
｝
小
ぜ
齢
げ
Φ

　
　
　
　
　
Φ
甑
ω
8
ヨ
①
◎
h
窪
Φ
臼
〈
ぎ
Φ
①
ω
ω
2
8
ぎ
き
毛
塁
a
ω
菖
只
酔
夢
。
冨
坤
。
ヨ
λ
o
」
お
）
●
濁
～
，
．
、
発
虚
三
悠
爵
巳
葱
強
震
瓢
巳
㈹
鍵
⑦
写

　
　
　
　
　
ま
像
蕾
ω
ω
駄
げ
Φ
邑
二
ξ
．
（
ω
．
ω
3
佛
ワ
畔
八
一
懇
望
器
h
p
マ
。
盤
．
§
Φ
ω
①
三
Φ
。
酔
鑓
曾
き
畠
。
ω
Φ
塁
①
。
ω
§
。
ω
ω
霧
8
。
（
ワ
認
9

　
　
　
　
　
　
　
　
に
．
．
篇
○
窪
幹
ρ
¢
9
ぎ
量
）
環
の
Φ
ゑ
ヨ
ヨ
p
。
憲
，
巨
壁
笏
ρ
琴
Φ
ω
壼
仲
象
ぐ
巽
器
ヨ
ヨ
G
・
日
蝕
。
ヨ
ヨ
§
冨
の
α
q
霧
9
ω
Φ
邑
ω
疹
奮
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
へ

　
　
　
　
　
厭
ρ
甑
。
ぴ
q
o
づ
⑦
喉
狂
Φ
麟
唱
鳳
雛
。
一
嘗
。
回
縁
。
『
一
9
嵩
ω
霜
ヨ
岸
葺
，
植
島
一
切
Φ
吋
。
昌
鉱
p
碧
∪
の
。
圃
。
圃
鈴
℃
瓢
雛
鳥
一
嵩
。
粘
O
溢
β
”
諜
．
　
一
つ
の
顕
に
嶋
す
る
が
、
種
を
川
六

　
　
　
　
　
に
す
る
質
料
的
詣
事
物
に
於
て
は
、
云
々
。
英
．
h
．
獅
働
二
谷
ぎ
諺
鶏
韓
自
明
9
ぎ
甥
。
｛
筈
①
。
・
p
露
①
σ
q
①
蓉
ω
p
急
落
験
H
汐
α
q
ぎ
ω
℃
。
9
Φ
の
（
唱
」

　
　
　
　
　
卜
。
Q
。
刈
）
濁
　
呂
犠
三
巴
訂
陣
門
諺
酔
9
亀
2
9
農
露
ユ
鍵
ケ
つ
芭
9
魯
の
葺
§
α
q
§
凹
く
。
議
。
憲
鼠
象
2
＞
苫
窪
へ
ω
．
O
q
切
．
）
●
沸
、
聾
吟
・
二
讐

　
　
　
　
　
u
§
巴
雪
融
a
募
ω
ヨ
鎮
価
9
藷
ω
心
三
ヨ
ρ
暫
．
豊
Φ
霞
a
く
興
ω
ま
・
・
鼠
9
訪
臼
⑦
書
g
a
¢
暮
窪
ぼ
貸
戸
一
語
ヨ
曾
δ
ぴ
Q
①
嚢
①
℃
：
：
9
．
ω
り
㎝
）
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高
畷
く
O
う
濠
お
る
・
軸
・
ぎ
ヨ
。
Φ
×
韓
の
湧
α
三
三
瞥
巴
ω
づ
二
・
一
，
膏
①
年
毎
。
貯
。
。
①
の
癖
人
闘
は
趣
盤
を
ヘ
リ
套
・
る
も
の
と
せ
7
、
あ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
あ
　
ぬ
　
へ
　
ゆ
　
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁
田
下
灘
一
翼
翰
幹
一
●
昏
3
℃
慧
．
も
◎
①
．
　
も
う
O
瞬
。
二
陣
艶
算
ω
凶
け
ρ
鑑
勲
⑦
犠
血
塗
　
ω
O
一
⑩
海
門
圃
診
　
O
一
騰
O
鈎
O
ρ
質
o
o
節
O
Φ
羅
一
〇
a
汁
Φ
”
の
◎
　
懇
Ψ
は
原
糊
に
器
ナ
る
と
こ
ろ
の
或
知

　
　
　
　
　
　
識
で
あ
る
。

　
　
（
…
五
）
　
同
ρ
●
b
δ
ω
℃
欝
鱒
ρ
二
野
　
「
｛
小
器
戦
に
鷹
…
す
る
」
と
い
う
類
例
及
び
そ
れ
に
鍛
た
m
川
鋼
。
　
　
G
U
U
①
く
貯
戸
陣
昌
o
o
ヨ
賃
ご
ρ
・
ど
嚢
2
’
囹
紳
帥
島
H
①
．

　
　
　
　
　
騰
9
賦
○
樽
Φ
O
叶
ρ
℃
噌
懸
隔
①
聯
甑
沿
O
誹
O
瓢
り
◎
謬
滞
物
置
陣
コ
a
⑲
訪
昌
幽
菖
O
旨
O
〈
一
議
什
小
弓
の
出
回
◎
残
舞
雛
ω
鳩
　
日
露
飴
ω
陣
瀞
罵
疏
駕
幽
馬
爪
Φ
Φ
ω
ω
Φ
謬
賦
閂
Φ
帥
二
亀
。
の
誕
帥
ロ
牒
け
O
瓢
ω
曝
曙
’
」
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
を
　
へ

　
　
　
　
　
・
不
霊
に
勝
＋
る
何
ら
か
の
も
の
と
し
て
、
云
々
ゆ
　
の
一
9
ヨ
冨
琶
匿
9
8
轡
ρ
蒔
ρ
悪
馬
Φ
・
ρ
ぎ
ω
同
蓉
。
雛
戴
μ
簿
簿
興
。
。
ξ
醜
く
窪
凶
①
同
μ
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
闘
昌
酔
Φ
鵠
Φ
O
茸
凱
”
①
け
雛
◎
寄
島
Φ
の
圃
鐸
ω
Φ
Q
α
ω
①
車
掌
診
ゆ
×
陣
。
り
紳
①
謬
㎝
附
櫛
冨
的
に
知
蛭
に
附
加
雪
・
れ
、
箭
、
の
申
小
碑
面
に
編
し
冷
い
も
の
と
し
て
。
　
　
⑥
一
圃
ω
Φ
鐸
幹

　
　
　
　
　
魚
辱
悼
騨
℃
ρ
●
酔
・
斜
ど
ρ
畠
鵠
●
　
鐸
畠
。
膨
ゆ
”
げ
。
町
田
ρ
嵩
紳
9
貯
Φ
一
⇒
ρ
認
ρ
¢
帥
ユ
づ
①
肖
菖
質
0
δ
α
二
歳
二
〇
湾
ゆ
門
“
　
く
Φ
一
　
ω
凶
O
鴬
紳
　
ゆ
メ
一
自
ロ
紳
⇔
⇒
ω
α
O
Φ
の
加
Φ
二
目
帥
即
ゆ
凶
償
ρ
・
：
・
＜
O
一

　
　
　
　
　
ω
同
O
鐸
紳
　
唱
聴
ρ
Φ
9
ヨ
び
醐
岡
琵
導
　
肖
像
　
肺
℃
む
自
躍
鑓
．
　
　
　
④
　
囲
；
H
圃
●
ρ
噛
恥
℃
P
●
刈
●
　
即
α
び
Φ
⇔
仲
搾
環
臨
酒
醤
O
三
二
8
唱
Φ
触
脇
Φ
O
酔
P
⇒
ポ
・
：
・
騰
Φ
ρ
禦
閉
門
麗
昌
け
自
厭
Φ
頴
叶
Φ
残
一
〇
醜
鋤

　
　
　
　
　
ぴ
O
鐸
”
”
⇔
O
瓢
ρ
離
鳶
⊃
彰
り
圃
島
㊦
①
の
。
り
①
ゆ
二
9
σ
Φ
9
け
需
窒
伍
一
質
一
ω
O
賊
剛
ω
紳
ゆ
瓢
聞
茶
剛
ω
①
急
ρ
濫
ρ
の
陣
閂
欝
も
α
櫛
民
¢
ヨ
O
舞
け
”
一
一
酔
O
聴
α
㊦
ω
Φ
戦
く
剛
O
口
切
ρ
ぴ
の
”
窪
仲
q
伍
一
謬
一
。
　
賦
焦
　
脳
の

　
　
　
　
　
本
質
に
嚇
ム
上
。
も
の
。
　
侮
冒
胸
算
び
・
羅
。
」
』
ヨ
b
窃
・
卑
ω
帥
。
○
零
醇
曇
盤
＆
富
岡
聲
謬
留
お
。
蝕
．
甑
器
鋒
銭
ω
。
δ
簿
謎
ヨ

　
　
　
　
　
唱
臨
譜
6
嘗
鉱
凶
ω
ω
口
癖
p
讐
欝
導
ρ
蝶
恥
審
尋
①
鋤
講
Φ
唱
ユ
導
O
簿
O
尾
瓢
O
督
帥
嵩
の
。
。
剛
一
昌
O
O
菖
。
◎
霞
跡
＄
ヨ
洗
：
・
藩
一
の
最
も
・
壷
．
翼
な
目
糞
に
騰
ず
．
る
も
の
と
し

　
　
　
　
　
て
。
　
　
ゆ
H
灘
×
図
警
●
プ
諜
。
・
ド
一
◎
鋒
鱒
◎
し
Q
H
。
ω
ざ
葺
唱
鼠
。
》
騰
阿
蒙
匹
O
＜
Φ
P
晴
姿
く
Φ
コ
謬
瓢
ω
旨
O
謬
訟
露
9
臨
Φ
滋
ω
器
謬
の
瓢
Φ
①
霧
o
P
瓢
麟
貯
馴

　
　
　
　
　
ぐ
の
昌
窪
賦
ρ
ω
Φ
儀
O
¢
工
臨
O
O
二
幅
O
ρ
瓢
Φ
鄭
鞠
摩
ぴ
O
灘
9
簿
臼
ω
℃
O
臨
餓
O
二
Φ
諺
O
鈴
償
。
肇
黒
鴨
ρ
ヨ
置
く
Φ
昌
雲
州
ω
●
薪
さ
の
本
質
に
綴
す
る
も
の
と
し
て
、
云
涛
。

　　

ｳ
て
こ
の
よ
う
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
分
詞
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
が
、
エ
ッ
セ
の
分
詞
エ
ン
ス
の
か
わ
り
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

少
く
と
も
こ
の
用
法
の
意
味
に
於
て
は
、
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
エ
ッ
七
と
同
意
味
で
あ
る
こ
と
を
誇
擦
立
て
る
。
粥
し
て
こ
の
用
法
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
わ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　

め
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　

も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　

コ
　
　
　
も
　
　
　
も

る
エ
ッ
セ
の
意
味
は
懸
場
と
し
て
の
「
で
山
4
9
る
」
に
外
な
ら
ぬ
。
故
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
そ
の
分
詞
が
エ
ン
ス
の
代
用
と
な
る
限
り
に
於

つ
　
　
　
つ
　
　
　
ぬ
　
　
　
り
　
　
　

つ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
わ
　
　
　
カ
　
　
　
　
の
　
　
　
サ
　
　
　
つ
　
　
　
ロ
　
　
　
も
　
　
　
つ
　
　
　
サ

て
、
「
　
　
で
あ
る
」
の
意
味
を
示
す
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
（
c
）
の
諸
君
側
に
於
て
は
、
　
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
明
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

「
　
　
で
あ
る
」
の
資
産
だ
が
、
（
b
）
の
諸
用
例
に
於
け
る
エ
ク
シ
ス
テ
レ
は
、
ま
だ
こ
の
語
の
存
立
性
の
意
味
を
保
っ
て
居
て
、
…
從
っ

て
そ
の
．
補
語
と
と
も
に
「
　
　
で
あ
る
」
の
意
味
に
解
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
「
　
　
と
し
て
存
立
す
る
、
存
解
す
る
、
あ
る
」
等
の

意
味
に
も
と
ら
れ
得
る
と
い
う
こ
と
を
我
汝
は
さ
き
に
蓮
べ
た
・
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
「
　
　
と
し
て
存
立
す
る
、
存
在
す
る
、

あ
る
」
等
と
、
「
　
　
で
あ
る
」
の
意
味
と
は
ど
の
よ
う
に
異
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
關
移
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
聖
』
ト
マ
ス
に
於
け
る
　
Φ
鶏
0
も
q
ゆ
と
⑳
糾
凶
紛
殴
②
搬
の
　
に
つ
い
て
　
（
承
諏
蠣
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
瓢
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哲
猟
墨
研
蝉
…
　
第
「
隣
、
廊
四
∵
T
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
む
　
　
で
　
　

ち
　
　
も
　
　

も
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　

も
　
　
も
　
　
ね
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　

う
　
　
や
　
　

も
　
　
も
　
　
　
う
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
も
　
　
し
　
　
　
や
　
　
う
　
　

し
　
　
め
　
　
セ
　
　
も
　
　
う
　
　
　
る
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
む
　
　
む
　
　
め
　
　
　
ヨ

れ
に
更
し
て
我
々
は
答
え
る
。
「
i
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
i
と
し
て
存
立
す
る
、
存
在
す
る
、
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と
は
馳

し
　
　
　
む
　
　

む
　
　

う
　
　
　
や
　
　
　
し
　
　

も
　
　
　
カ
　
　
　
う

本
質
的
に
は
異
ら
な
い
、
と
Q
通
常
「
i
と
し
て
あ
る
」
と
い
え
ば
、
こ
の
「
あ
る
」
に
は
存
在
の
豊
漁
が
含
ま
れ
、
　
「
で
あ
る
し
と

い
え
ば
こ
の
「
あ
る
し
隔
に
は
繋
欝
の
面
白
が
加
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
居
る
Q
然
し
な
が
ら
繋
僻
の
「
あ
る
」
と
存
在
の
「
あ
る
」
と
は
、

唯
親
鮎
の
相
違
に
も
と
つ
く
「
あ
る
」
の
匿
分
で
あ
っ
て
絶
封
的
な
検
分
で
は
な
い
。
い
か
に
繋
辮
的
な
「
あ
る
」
で
↓
‘
0
つ
て
も
、
軍
に

霊
語
と
蓮
語
と
を
結
合
す
る
歯
冠
で
は
な
く
て
、
何
ら
か
の
存
在
を
示
し
て
居
る
。
た
と
え
ば
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
入
闘
で
あ
る
」
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ハ

ば
、
こ
の
「
で
あ
る
」
は
輩
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
人
聞
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
結
合
す
る
記
號
で
は
な
く
て
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
間
と
し

カ
　
　
ら
　
　
り

て
あ
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
存
在
を
示
し
て
居
る
。
そ
し
て
人
間
と
い
う
蓮
語
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
存
在
仕
方
の
限
定
と

し
て
附
加
さ
れ
て
居
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
　
「
i
と
し
て
あ
る
」
と
い
う
存
立
性
を
示
す
エ
ク

シ
ス
テ
レ
と
、
繋
僻
の
「
あ
る
」
を
示
す
エ
ク
シ
ス
テ
レ
と
の
聞
に
は
本
質
的
な
意
味
の
相
違
は
な
い
こ
と
は
明
で
あ
ろ
う
。
一
た
ぼ

次
の
黙
に
相
違
が
み
と
め
ら
れ
る
Q
す
な
わ
ち
「
i
と
し
て
存
立
す
る
、
存
在
す
る
、
あ
る
」
な
ど
と
講
さ
れ
る
場
含
に
は
、
エ
ク
シ

ス
テ
レ
の
シ
ス
テ
レ
の
意
味
が
張
調
さ
れ
、
空
語
の
存
立
の
は
た
ら
き
の
方
に
納
品
．
が
お
か
れ
て
居
る
が
、
　
「
一
1
で
あ
る
」
と
い
わ
れ

る
場
合
に
は
、
圭
語
の
シ
ス
テ
ソ
性
よ
り
も
そ
の
蓮
語
的
限
定
の
方
に
力
勲
が
お
か
れ
、
そ
れ
だ
け
シ
ス
テ
レ
の
意
味
は
弱
ま
っ
て
居

る
。
然
し
な
ぜ
エ
ク
シ
ス
テ
レ
に
智
慮
的
限
定
が
附
煎
さ
れ
得
る
か
と
い
え
ば
、
や
は
り
そ
の
シ
ス
テ
レ
の
意
味
が
何
ら
か
の
形
で
勲
績

し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
は
「
立
・
つ
」
こ
と
ば
廣
く
一
般
的
に
解
す
れ
ば
、
活
弁
か
ら
匿
別
さ
れ
た
そ
の
も
の
「
と
し
て
」

あ
る
、
こ
と
に
外
な
ら
ず
、
從
っ
て
「
何
と
し
て
」
立
つ
か
を
明
に
す
る
爲
に
応
急
と
し
て
の
泣
面
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に

我
々
は
エ
ク
シ
ス
テ
レ
に
含
ま
れ
る
「
立
つ
」
の
意
味
を
申
心
に
エ
ク
シ
ス
テ
レ
の
意
味
を
考
旨
し
て
、
e
初
夏
直
り
の
其
式
雨
意
昧
で

「
立
つ
」
こ
と
を
示
す
場
合
。
口
「
立
つ
し
こ
と
が
廣
い
一
般
的
意
味
に
解
さ
れ
る
場
合
。
白
「
飼
と
し
て
」
立
つ
か
を
示
す
補
語
を
必

要
と
す
る
場
合
、
を
へ
て
、
つ
い
に
四
「
立
つ
」
の
意
味
の
最
も
一
般
化
さ
れ
睦
め
ら
れ
た
場
合
と
し
て
の
「
で
あ
る
」
の
慧
味
で
の

エ
ク
シ
ス
テ
レ
な
い
し
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
用
法
に
ま
で
到
達
し
た
の
で
あ
る
。



（
一
六
）
　
た
お
一
つ
の
閻
題
が
の
こ
っ
て
居
る
。
鋳
、
れ
は
、
な
ぜ
ト
マ
ス
は
「
で
あ
る
と
こ
ろ
の
」
と
い
う
意
味
で
の
分
詞
と
し
て
エ
ッ
七
の
分
詞
た
る

　
　
ニ
ン
ス
を
聡
い
ず
に
、
む
一
、
｝
ろ
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
方
を
昂
い
る
か
、
と
い
う
レ
慧
韻
脚
で
あ
る
．
實
際
ト
マ
ス
の
著
作
壁
．
慰
し
ら
べ
て
n
操
る
と
、
　
エ
ン
ス

　
　
が
彩
容
詞
と
し
て
、
あ
る
い
は
分
謁
購
虜
の
用
法
で
溺
い
ら
れ
る
例
ぱ
き
わ
め
て
少
い
、
或
は
殆
ん
ど
晶
、
旧
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ル
、
の
か
わ
り
に
エ
．

　
　
ク
シ
ス
テ
ン
ス
を
那
い
る
の
で
、
從
っ
て
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
の
用
鋼
は
き
わ
め
て
多
い
。
　
こ
の
理
由
を
我
々
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
　
　
す
な
わ

　
　
ち
ト
マ
ス
に
於
て
、
エ
ッ
セ
の
分
渦
エ
ン
ス
は
『
犀
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
含
像
ρ
離
O
鳥
O
ω
け
）
と
し
て
術
語
靴
さ
れ
間
定
牝
か
。
」
れ
た
、
エ
ン
ス
は
そ
れ

　
　
が
十
の
範
駒
幣
に
分
た
れ
織
物
と
置
換
さ
れ
る
も
の
と
し
て
解
さ
れ
る
場
合
で
あ
つ
で
．
も
、
或
は
命
麗
の
眞
埋
を
櫃
…
戊
す
る
だ
け
の
嶽
都
有
と
し
て
解

　
　
さ
れ
る
場
含
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
實
難
痘
と
し
て
と
ら
れ
る
場
合
で
も
、
と
に
か
く
「
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
と
し
て
名
詞
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ト

　
　
マ
ス
は
エ
ン
ス
の
意
味
を
名
詞
と
し
て
認
定
化
し
た
結
言
、
、
で
あ
る
と
こ
ろ
の
」
（
び
①
ぎ
σ
q
℃
傘
ρ
昌
び
の
虫
O
嶺
二
）
と
い
う
形
容
縄
的
分
詞
の
用
法
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ

　
　
い
し
て
は
、
エ
ン
ス
の
か
わ
り
に
エ
ク
シ
ス
テ
ン
ス
を
用
い
ざ
る
を
霧
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鮎
ト
岬
、
ス
の
エ
ン
ス
は
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト

　
　
テ
レ
ス
の
オ
ン
と
は
必
ず
し
も
同
一
縄
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
晶
．
鳳
ら
な
い
。
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
て
は
、
オ
ン

　
　
は
名
調
綿
に
焦
勲
ω
ω
9
①
づ
住
。
の
μ
．
舷
味
に
も
、
ま
た
時
に
は
…
渥
あ
る
」
（
ω
目
口
）
と
か
「
あ
る
と
こ
ろ
の
」
（
の
ゆ
凶
。
塩
出
）
と
か
い
う
動
詞
な
い
し
形
償
律
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

へ
　

も
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

へ

　
　
野
上
昧
に
も
と
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
名
詞
・
謡
講
・
形
容
　
詞
に
共
通
な
「
あ
る
」
の
探
・
究
こ
そ
は
プ
ラ
ト
ン
・
ア
リ
ス
ト
ナ
レ
ス
存

　
　
M
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
証
論
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
∬
し
て
エ
ン
ス
を
名
認
的
に
可
読
化
し
た
ト
マ
ス
に
於
て
は
、
エ
ン
ス
に
茸
面
す
る
意
味
で
の
エ
ッ
七
と
エ
ヅ
セ
ン

　
　
チ
ア
と
が
、
よ
り
一
観
明
蔭
に
恒
別
さ
れ
る
こ
と
と
4
．
低
る
と
と
も
に
、
訓
話
昧
に
於
て
存
奄
々
の
ス
コ
ラ
的
静
定
化
形
式
靴
は
こ
〉
に
一
歩
を
ふ
与

　
　
出
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
　
い
つ
れ
に
せ
よ
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
オ
ン
と
、
ト
㎝
、
ス
の
エ
ン
ス
と
が
必
ず
し
も
捕
＝
脱
さ

　
　
れ
え
ぬ
こ
と
獄
注
慧
を
要
す
る
。
こ
の
閣
題
の
詳
細
な
る
蝶
究
は
後
日
に
ゆ
つ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
筆
、
屠
　
大
阪
窟
立
大
學
丈
學
都
〔
哲
學
〕
助
敏
繋
）

〔
本
論
黒
久
ド
朗
踊
鷺
所
「
載
分
の
正
誰
頴
衣
〕

四〃四
五　〇買

　
　
行

蚊牌

謔
閨
ﾛ
T
μ
育
罠

絡
よ
り
一
背
同

始
よ
り
八
行
臼

類副
．似、詞
　　　　ρげt‘と 臨、1壌、譲

綱
講
．．J．．

し

て

顕調副
例、詞講
と’旬、句、正

し
v　e

565

灘
．
ト
糧
ス
に
於
酵
る
①
鴇
①
と
Φ
鼓
冨
審
葎
に
つ
い
て
（
承
欝
）

プく

七


